
研

究
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
社
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤

水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
事
例
的
研
究

伍
　
賀

道

一二三四五 　
　
　
目
　
次

　
は
じ
め
に

　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
杜
外
工
労
働
者
の
位
置

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
彩
成
に
よ
る
兼
業
従
事
者
の
「
吸
引
」
と

農
村
労
働
市
場
の
動
向

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
老
の
低
賃
金
固
定
化
の
機
構

　
む
す
び

は

じ
め

に

　
本
稿
は
、
重
化
学
工
業
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金
を

規
定
す
る
諸
要
因
の
た
か
で
、
も
っ
と
も
基
底
的
要
因
で
あ
る
兼
業
労

働
の
存
在
構
造
　
　
こ
れ
は
、
コ
ソ
ヒ
ナ
ー
ト
の
進
出
が
も
た
ら
し
た

地
域
の
労
働
市
場
の
変
化
を
示
し
て
い
る
　
　
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　
　
　
　
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

を
課
題
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
　
「
高
度
経
済
成
長
」
の
過
程
の
な
か
で

達
成
さ
れ
た
労
働
市
場
の
発
展
水
準
か
ら
み
て
、
現
在
目
本
に
存
在
す

る
す
べ
て
の
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
杜
外
工
労
働
者
が
兼
業
労

働
と
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
の
分
析
対
象
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
新
産
業
都
市
ま
た
は
工

業
整
備
特
別
地
域
指
定
に
よ
っ
て
、
農
村
と
の
か
か
わ
り
の
濃
い
中
小

都
市
周
辺
に
。
建
設
さ
れ
た
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
た
る
。

当
面
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
的
制
約
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
類

い
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
な
か
で
も
、
さ
ら
に
水
島
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
に
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

例
を
隈
定
せ
ざ
る
を
え
た
い
。

　
さ
て
、
　
「
工
場
の
地
方
分
散
」
に
も
と
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
コ
ソ
ビ

ナ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
新
た
に
彩
成
さ
れ
た
労
働
市
場
（
便
宜
上
、
コ
ソ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
八
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ナ
ー
ト
労
働
市
場
と
呼
ぶ
。
以
下
同
じ
）
は
、
当
該
地
域
在
来
の
農
村
労
働

市
場
と
衝
突
し
、
と
り
わ
げ
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
の
部
分
的
崩
壊
を

も
た
ら
す
が
、
農
家
の
主
婦
を
主
た
る
基
盤
と
す
る
農
村
工
業
労
働
市

場
に
対
し
て
は
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
に
は
い
た
ら
な
い
。
コ
ソ
ビ
ナ

ー
ト
労
働
市
場
の
農
村
労
働
市
場
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
後

に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
杜
外
工
労
働
者
（
兼
業
従
事
者
）
世
帯
の
「
労

働
力
の
価
値
分
割
」
の
形
態
に
独
自
の
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金
規
定
要
因
を
具

体
的
に
表
示
す
る
兼
業
労
働
の
存
在
構
造
の
解
明
と
い
う
本
稿
の
課
題

は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
（
本
稿
の
場
合
、
特
に
杜
外
工
労
働
市
場
）

と
農
村
労
働
市
場
ど
の
対
抗
関
係
を
軸
に
し
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
事
例
的
分
析
は
、
現
段
階
の
日
本
資
本
主
義
の
低
賃
金

規
定
要
因
と
し
て
、
農
家
世
帯
員
の
兼
業
労
働
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

げ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
の
た
め
に
、
一
事
例
を
提
供
す
る
こ
と
を
も

意
図
し
て
い
る
。

　
理
段
階
で
、
産
業
予
備
軍
と
し
て
の
主
要
な
役
割
を
は
た
す
も
の
と

し
て
、
小
資
本
・
零
細
資
本
の
雇
用
す
る
労
働
力
、
お
よ
び
非
労
働
力

と
し
て
の
家
庭
婦
人
の
二
形
態
（
都
市
停
滞
的
過
剰
人
口
）
を
重
視
す
る
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
八
八
八
）

（
３
）

解
に
対
し
て
、
、
上
原
信
博
氏
は
、
農
村
に
お
げ
る
潜
在
的
・
停
滞
的
彩

態
の
産
業
予
備
犀
吻
存
在
上
比
重
を
重
視
し
、
そ
の
理
吐
を
以
下
の
ご

と
く
説
明
さ
れ
る
。

　
　
第
一
に
、
都
市
小
零
細
企
業
労
働
者
が
、
一
般
的
・
平
均
的
労
賃
水
準
よ
り

　
も
低
位
に
あ
る
低
賃
金
労
働
者
群
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
た
い
が
、
　
「
こ

　
れ
ら
小
零
細
企
業
の
追
加
労
働
力
に
た
い
し
て
、
農
家
か
ら
兼
業
従
事
者
と
し

　
て
送
り
こ
ま
れ
る
比
重
は
げ
っ
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
」
、
次
に
「
女
子
の
『
非

　
労
働
力
の
労
働
力
化
』
に
つ
い
て
は
、
同
じ
都
市
零
細
企
業
労
働
者
の
家
族
と

　
と
も
に
、
農
村
の
主
婦
も
大
き
た
発
生
源
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
、

　
農
村
地
域
へ
の
「
進
出
企
業
な
い
し
そ
の
下
請
関
連
企
業
に
労
働
力
を
供
給
す

　
る
基
盤
は
、
工
業
導
入
を
う
げ
た
地
方
な
い
し
周
辺
の
農
村
地
域
で
あ
り
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
村
住
民
の
世
帯
員
で
あ
る
こ
と
」
た
ど
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
本
稿
の
分
析
対
象
に
み
る
か
ぎ
り
、
上
原
氏
の
見
解

に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
ん
に
、
小
零
細
企
業
の
低
賃
金
労
働

力
の
供
給
基
盤
と
し
て
だ
げ
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
新
鋭
重
化

学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
生
産
工
程
の
奥
深
く
に
導
入
さ
れ
て
い
る
杜

外
工
労
働
者
の
供
給
基
盤
と
し
て
も
、
農
家
兼
業
従
事
者
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト

杜
外
工
労
働
市
場
と
在
来
の
農
村
労
働
市
場
と
の
対
抗
関
係
を
媒
介
に

し
て
、
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金
と
兼
業
労
働
ど
の
関
連
を
解
明
し
た

　
　
　
　
（
５
）

い
と
考
え
る
。
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場
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発
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岡
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水
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国
京
菱
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三
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目
中
東
三
旭
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中

学
製
製
力
鋼
学
学
学
鋼
学
力

化
精
精
　
　
　
化
化
化
　
　
化

油
油
油
　
　
　
油
油
油
　
　
油

石
石
石
電
鉄
石
石
石
鉄
石
電

コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

○

成作りよわ干月６手

五
」

４７９１（』状現の帯地業工海臨島水『部工商県山岡）所出（

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

二 　
農
村
周
辺
地
域
に
建
設
さ
れ
た
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
・
工
業
地
帯
と
し
て

は
、
水
島
地
区
の
他
に
、
鹿
島
、
播
磨
、
備
後
、
周
南
、
大
分
・
鶴
崎

た
ど
の
各
地
区
が
あ
る
。

　
な
お
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
主
要
企
業
の
立
地
状
況
概
要
に
っ
い
て

は
第
－
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
は
、
本
工
労
働
市
場
と
杜
外
工
労
働
市
場

に
分
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
若
年
労
働
者
を
主
た
る
基
盤
と
し
て
お
り
、

兼
業
労
働
と
の
関
連
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
た
ら
な
い
。
本
稿
の
課
題
と

か
か
わ
る
の
は
後
老
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
高
木
督
夫
「
賃
金
と
労
働
力
流
動
化
」
（
『
経
済
』
、
　
一

九
七
一
年
八
月
号
所
収
）
。

　
上
原
信
博
「
農
家
の
総
兼
業
化
と
賃
金
問
題
」
（
『
経
済
』
、
　
一
九
七

三
年
三
月
号
所
収
）
七
九
～
八
○
ぺ
ー
ジ
。

　
低
賃
金
の
規
定
要
因
の
解
明
は
、
労
働
市
場
の
分
析
の
み
で
は
不
十

分
で
あ
る
が
、
そ
の
基
底
に
労
働
市
場
分
析
を
据
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
「
労
働
経
済
論
」
が
構
想
す
る
「
労
働
市

場
」
「
労
使
関
係
」
「
団
体
交
渉
」
論
の
枠
組
か
ら
解
放
さ
れ
た
労
働
市

場
論
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ
る
杜
外
工
労
働
者

の
立
置

　
こ
こ
で
の
課
題
は
、
杜
外
工
労
働
者
の
実
態
を
素
描
す
る
こ
と
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
一
般
に
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ

一
〇
七
　
（
八
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

る
杜
外
工
労
働
者
の
位
置
を
考
察
し
た
の
ち
、
特
に
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ｉ

ト
を
構
成
す
る
各
部
門
ご
と
に
杜
外
工
労
働
者
編
成
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
．
杜
外
工
労
働
者
の
労
働
条
件
の
低
位
性
お
よ

び
そ
の
特
徴
を
本
工
労
働
者
と
比
較
し
っ
っ
概
観
す
る
こ
と
、
最
後
に
、

そ
の
よ
う
た
劣
悪
た
労
働
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
労
し
て
い
る
杜
外

工
労
働
者
の
集
積
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

）１（
杜
外
工
（
作
業
請
負
工
．
工
事
請
負
工
）
労
働
者
編
成

　
¢
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ
る
杜
外
工
労
働
者
の
位
置
。

　
今
目
の
更
化
学
工
業
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
を
構
成
す
る
鉄
鋼
業
・
石
油
精

製
業
・
石
油
化
学
工
業
な
ど
の
装
置
工
業
に
お
げ
る
下
請
形
態
は
、
自

動
車
工
業
に
代
表
さ
れ
る
組
立
工
業
に
お
げ
る
下
請
形
態
（
製
品
加
工
下

請
・
部
品
加
工
下
請
）
と
は
異
な
り
、
作
業
請
負
（
運
輸
作
業
・
機
械
整
備

作
業
．
清
掃
作
業
な
ど
作
業
の
下
請
で
、
発
注
企
業
の
構
内
で
行
わ
れ
る
）
や
工

事
請
負
（
設
備
や
建
設
な
ど
の
工
事
請
負
で
、
や
は
り
発
注
企
業
の
構
内
で
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

わ
れ
る
）
が
主
要
な
形
態
で
あ
る
。
杜
外
工
労
働
者
は
、
こ
れ
ら
作
業

請
負
・
工
事
請
負
を
専
門
的
に
担
当
す
る
「
協
力
会
杜
」
の
労
働
者
で

あ
る
。

　
「
協
力
会
杜
」
制
度
（
杜
外
工
制
度
）
は
、
第
二
次
大
戦
前
の
労
務
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
八
九
〇
）

給
事
業
・
組
請
負
の
現
代
版
と
い
え
よ
う
。
一
九
五
二
年
二
月
、
職
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

安
定
法
で
禁
止
さ
れ
た
労
働
者
供
給
事
業
の
認
定
基
準
が
改
悪
さ
れ
、

「
自
ら
提
供
す
る
機
械
、
設
備
、
器
材
」
や
「
そ
の
作
業
に
必
要
た
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

料
、
資
材
」
を
使
用
し
な
く
て
も
、
　
「
企
画
若
し
く
は
専
門
的
な
技
術

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

若
し
く
は
専
門
的
な
経
験
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
の
う
ち
ど
れ
か
一
っ
が

あ
れ
ぱ
労
働
者
供
給
事
業
に
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
職
業
安
定
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
も
違
反
し
た
い
こ
と
に
た
っ
た
。
こ
れ
を
う
げ
て
、
た
と
え
ば
旧
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

幡
製
鉄
で
は
、
同
年
に
「
荷
役
現
業
所
」
を
解
体
し
て
旧
「
組
」
を

「
協
力
会
杜
」
と
い
う
新
装
で
復
活
し
、
「
協
力
会
杜
」
か
ら
労
働
力

の
供
給
を
う
げ
る
の
で
は
た
く
、
　
「
協
力
会
杜
」
に
一
定
の
作
業
を
請

負
わ
せ
、
　
「
協
力
会
杜
」
が
こ
の
講
負
作
業
を
完
成
す
る
と
い
う
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
「
協
力
会
杜
」
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
ま
で
は
、

む
し
ろ
臨
時
工
制
度
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
が
、
臨
時
工
の
低
抗
（
無

権
利
、
低
賃
金
労
働
に
対
す
る
改
善
の
要
求
、
臨
時
工
組
合
の
結
成
）
も
加
わ

っ
て
、
一
九
六
〇
年
頃
を
境
に
、
臨
時
工
制
度
は
杜
外
工
制
度
に
と
っ

て
か
わ
ら
れ
た
。

　
杜
外
工
労
働
者
は
、
　
「
協
力
会
杜
」
と
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
た

め
、
．
彬
式
上
は
親
企
業
（
通
常
、
独
占
企
業
）
と
は
何
ら
の
関
係
も
も
た

な
い
こ
と
に
た
る
が
、
彼
ら
は
親
企
業
の
生
産
工
程
の
奥
深
く
で
就
労



し
て
お
り
、
そ
の
労
働
条
件
は
独
占
企
業
の
資
本
蓄
積
過
程
に
，
規
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

れ
て
い
る
と
い
う
点
を
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
げ
れ
ど
も
、
杜
外

工
労
働
者
は
親
企
業
と
交
渉
す
る
権
限
を
ま
っ
た
く
も
っ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
親
企
業
に
と
っ
て
は
、
労
働
者
の
募
集

費
・
福
利
厚
生
費
な
ど
の
負
担
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
と
も
に
、
労
働
組
合

運
動
の
圧
迫
を
う
げ
る
こ
と
も
た
く
し
て
、
低
賃
金
労
働
を
広
汎
に
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
も
、
杜
外
工
は
、
臨
時
工
よ
り
も

容
易
に
人
員
整
理
が
可
能
で
あ
り
、
退
職
金
の
負
担
や
解
雇
に
と
も
な

う
労
資
問
の
紛
争
も
回
避
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、
工
場
外
の
下
請
利
用

の
形
態
（
た
と
え
ば
部
品
加
工
下
請
）
よ
り
も
、
本
工
・
臨
時
工
の
労
働
条

件
に
た
い
し
直
接
的
な
圧
力
を
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
こ
の
よ

う
に
杜
外
工
制
度
は
、
労
働
組
合
運
動
へ
の
対
抗
策
と
い
う
性
格
を
も

ふ
く
め
た
最
も
効
果
的
な
賃
金
節
約
の
彩
態
と
し
て
定
着
し
強
化
さ
れ

　
　
　
　
　
（
７
）

て
き
て
い
る
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
協
一
力
会
杜
」
（
特
に
、
作
業
請
負
）
の
担
当
作
業
は
、
コ

ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
基
幹
的
生
産
工
程
の
周
辺
で
未

だ
機
械
化
・
自
動
化
さ
れ
え
た
い
部
署
が
大
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
装
置
工
業
の
た
か
で
も
鉄
鋼
業
、
石
油
化
学
工
業
、
石
油
精
製
業

な
ど
の
部
椚
に
よ
っ
て
機
械
化
．
白
動
化
の
度
合
に
違
い
が
あ
る
か
ら
、

　
　
　
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
老
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

作
業
請
負
を
必
要
と
す
る
程
度
に
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ

（
８
）

る
。　

以
上
の
諸
点
を
前
提
に
し
て
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成
す
る
各

部
門
ご
と
に
、
杜
外
工
労
働
者
編
成
の
特
徴
を
明
ら
か
に
。
し
た
い
。

　
　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ
る
杜
外
工
編
成
。

　
○
○
鉄
鋼
業
。
　
今
目
、
杜
外
工
労
働
者
を
も
っ
と
も
多
く
利
用
し
て

い
る
の
は
鉄
鋼
業
で
あ
る
。
い
ま
、
浮
動
的
な
性
格
を
も
つ
工
事
粛
負

工
を
除
い
て
、
定
常
的
な
労
働
者
の
な
か
に
占
め
る
杜
外
工
（
作
業
請
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

工
）
の
比
率
を
も
と
め
る
と
、
現
代
日
本
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
い

て
は
、
一
般
に
三
〇
％
台
、
な
い
し
そ
れ
以
上
で
あ
り
、
し
か
も
最
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

の
製
鉄
所
ほ
ど
作
業
請
負
工
比
率
が
高
く
、
五
〇
％
～
六
〇
％
に
及
ぶ
。

　
作
業
請
負
工
は
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
定
常
的
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
作
業
の
う
ち
で
、
製
銑
・
製
鋼
・
圧
延
の
各
段
階
の
も
っ
と

も
基
幹
的
な
作
業
を
除
く
、
き
わ
め
て
広
範
な
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
各
種
の
運
転
室
、
計
器
室
に
い
て
、
ハ
ソ
ド
ル
や
レ
バ

ー
操
作
を
通
し
て
直
接
的
に
基
幹
的
な
機
械
・
装
置
、
た
と
え
ぱ
溶
鉱

炉
、
転
炉
、
各
種
圧
延
機
な
ど
に
か
か
わ
り
を
も
っ
基
幹
的
な
作
業
を

除
け
ぱ
、
．
そ
れ
以
外
の
各
種
工
場
付
帯
作
業
、
運
搬
作
業
、
整
備
作
業
、

さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
作
業
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
そ
れ
ぞ
れ
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
八
九
一
）

●



立
命
館
経
済
学
（
窮
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
け

業
成

作
編

る
老

け
働

お
労

に
工

所
負

鉄
請

製
び

島
よ

水
お

鉄
業

製
企

崎
負

川
請表２第

員

人

講

（
ｏ
　
Ｏ
ｑ
リ
　
７
‘
　
（
ｏ
　
’
ｏ
　
つ
ｏ
Ｏ
ｕ
　
１
－
一
　
ー
ム
　
ｎ
６
　
ｎ
Ｚ
　
Ｏ
Ｊ
　
９
】

１
９
１

３
■
１
，

４
０

ｑ
）
ｏ
◎
３
　
６
３

６

下

人

８
，

次

３
１

数

）

２

業

０
０
４
２
８
０
０
１
３
１
４
　
　
　
１
１

猛 ７
７

０
０

企

２

員

人
５
８
６
４
２
６
２

ｏ
ｏ
　
’
０
　
７
１
　
（
Ｕ
　
Ｑ
Ｕ
　
ｏ
Ｊ
　
８
９
７
１
６
２
　
　
　
４

３
４

７
５

０
０

請

３
，

８

２
，

人

４

５

元

数業
１
ｏ
ｏ
１
７
ｏ
ｄ
０
８
　
１
↓
　
　
　
１
■
　
　
　
１
■

　
）
Ｏ
ｏ
〇
一
」
Ｕ
　
一
」
Ｕ

８
３

８
８

企

（

門
門
門
門
門
全
門
）
）
数
数

明

一
簑
箏

ゆ

実
延

不

十

（
（

◎

輸
無
鯖
讐

計

属

計
■

、

ｄ

所

運
製
電
機
築
動
サ

◎

ゆ

総

にとも
を
九

料
在

資
現

」
月

会
２

力
年

協
７
４

生
１
９衛

全
レ

安
だ，

た

所
（

鉄
成

製
作

島
り

水
よ

鉄
こ

製
引

崎
取

川
一
き

「
聞

）所出（

一
〇
　
（
八
九
二
）

事
成

工
編
）

る
者
在

け
動
現

お
矧
２
月

に
土
年

所
負
７
４

鉄
請
１
９

製
び
，

島
よ
し

　
　
。
こ

水
お
げ

鉄
業
Ｇ

製
企

崎
負

川
講表３第

員

人
０
２
６
２
　
　
　
　
５
２
３

４
　
９
　
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
３
　
ｏ
）
３
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
，

０
２

請

２
，

下

人

２

３

，

次２

数業
ｏ
）
　
７
　
０
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
５
　
７
１
１
一
　
　
　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
リ

７
４

１

２

企員

人
４
６
２
１
　
　
　
　
７
９
２

２
　
４
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
３
　
Ｑ
リ
３
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

１
４

請

人

６
，
１

元

数業

７
３
２
１
０
０
０
０
８
４
４
０
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
２

９
４

ｕ

企

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

１

ｕ
身

部
部
部
欝
部
部
螂
部
部
部
部
部
部

化
銑
鋼
圭
鍛
程
灯
建
全
力
輸
務
連

計

一

会
会

力
部協

川
製
製
第
第
鋳
エ
シ
土
保
動
運
業
関

○じ同に表２第）所出（

門
的
な
協
力
企
業
の
労
働
者
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

（
ｕ
）

る
」
（
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
に
お
げ
る
作
業
請
負
の
詳
細
は
、
第
２
表
似
を
参

照
さ
れ
た
い
）
。
他
方
、
工
事
請
負
工
は
、
構
内
の
設
備
据
付
、
各
種
建

設
工
事
、
補
修
工
事
に
従
事
し
て
い
る
。

　
い
ま
、
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
の
作
業
請
負
担
当
の
「
協
力
会
杜
」
お

よ
び
講
負
工
（
杜
外
工
）
編
成
を
部
門
ご
と
に
表
わ
し
た
の
が
第
２
表
Ｃ
Ｄ
、

の
で
あ
る
。
元
請
段
階
に
は
、
全
部
門
で
八
八
杜
・
五
、
二
〇
〇
名
、

第
二
次
下
請
段
階
に
二
〇
〇
杜
・
三
、
八
○
○
名
、
合
計
約
三
〇
〇
杜

・
九
、
○
○
○
名
の
「
協
力
会
杜
」
お
よ
び
請
負
工
が
存
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
下
位
に
第
三
次
、
第
四
次
下
請
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

の
で
あ
る
が
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
元
請
段
階
と
第
二
次
下
請
段
階
と
の
「
協
力
会
杜
」
を
比
較
す
れ
ぱ
、

前
者
の
方
が
、
資
本
金
に
お
い
て
も
従
業
員
数
に
お
い
て
も
後
者
を
上

回
っ
て
お
り
、
元
講
段
階
に
は
、
資
本
金
が
一
〇
億
円
を
越
え
る
よ
う

な
大
企
業
が
い
く
っ
か
存
在
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
（
第
２
表

似
、
「
資
本
金
」
の
欄
参
照
）
。
ま
た
、
各
部
門
め
要
所
に
は
、
資
本
面
に



●

お
い
て
も
川
崎
製
鉄
に
結
び
つ
い
て
い
る
企
業
（
「
関
連
企
業
」
）
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
第
二
次
下
請
以
下
の
段
階
に
な
る
と
、

一
〇
人
前
後
の
請
負
工
を
率
い
て
「
杜
長
」
自
ら
生
産
工
程
で
就
労
す

る
類
い
の
「
協
力
会
杜
」
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
同
表
、

「
人
員
」
の
欄
参
照
）
。

　
次
に
、
工
事
請
負
企
業
数
お
よ
び
請
負
工
労
働
者
数
を
第
３
表
に
掲

げ
て
お
く
。
工
事
請
負
は
、
そ
の
性
格
か
ら
し
て
浮
動
的
で
あ
り
、
請

負
工
数
も
た
え
ず
変
動
し
て
い
る
が
、
種
六
の
修
理
、
建
設
工
事
は
常

時
行
わ
れ
て
お
り
、
第
３
表
に
掲
げ
て
あ
る
程
度
の
工
事
請
負
工
は
常

時
存
在
す
る
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
年
問
に
一
、
二
回
行
た
わ

れ
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
さ
い
に
は
、
そ
の
数
は
急
増
す
る
。

　
以
上
の
杜
外
工
労
働
者
に
た
い
し
、
本
工
・
職
員
労
働
者
は
約
一
二
、

○
○
○
名
（
一
九
七
四
年
一
〇
月
現
在
）
存
在
す
る
か
ら
、
杜
外
工
（
作
業

請
負
工
・
工
事
請
負
工
）
と
本
工
・
職
員
労
働
者
は
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
構
内
に
は
常
時
二
四
、
○
○
○

～
五
、
○
○
○
名
の
労
働
者
が
層
を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ｃ
っ
石
油
化
学
工
業
。
　
石
油
化
学
工
業
は
典
型
的
な
装
置
工
業
で
あ

っ
て
、
鉄
鋼
業
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
だ
生
産
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

成
）

編
月

工
判

韻
胴

一
蛎
Ｇ泌

”杜会力協け業企請下るけおに場工亀水業工成化菱三表４第
の
）
り
員
３
０
当
人
÷
目
均
◎
１
平
（

人
０
６
８
１
３
０
６
１
５
１
５

働
間
労
延
時

榊
塩
鵡
４
，
４
，
７
Ｈ
８
１
４
１
３

人
６
１
１
８
９
８
４
７
７
３
５
１
＆
＆
１
，
４
　
１

請
業
下
企
数

９
２
４
７
ｕ

１
１
－
訳
内
会
力
協

５
１
三
計
１

負
　
　
　
負
請
　
　
請
業
　
　
事
作
　
　
工

　
て

　
つ

　
カ

　
た

　
し

　
る

　
あ

　
で

成
合

作
の

り
数

あで的常定てえ考
、
巧

カ容内

よ
者
る
は

）
労
得
業

分
就
を
作

月
の
」
当

４
日
員
担

年
毎
人
の

７
４
の
均
」

１
９
で
平
班

（
ま
の
装

料
日
り
計

資
３
０
当
気

」
り
日
電

会
よ
１
　
，

力
日
「
会

協
１
・
，
部

全
月
ば
事
。

安
４
れ
工
た

，
年
割
「
め

場
７
４
で
」
合

工
”
帥
班
に

島
，
（
置
負

汰
は
釦
装
錆

業
と
を
，
業

工
」
」
会
作

成
員
員
部
，

化
人
人
事
で

菱
延
延
工
の

三
「
「
「
る

「

　
）
　
　
　
　
）

　
ユ
　
　
　
２

）

望
（

（
八
九
三
）

装
置
と
装
置
の
問
、

「
装
置
体
系
」
と

「
装
置
体
系
」
の

問
の
原
材
料
の
輸

送
は
す
べ
て
バ
イ

プ
で
お
こ
な
わ
れ

る
連
続
生
産
で
あ

り
、
各
「
装
置
体

系
」
は
一
ケ
所
の

制
御
室
で
集
中
的

に
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
る
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
・
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
（
１
３
）

を
と
っ
て
い
る
。

　
石
油
化
学
工
業

の
労
働
者
は
、
倒

運
転
工
（
制
御
室

で
の
監
視
労
働
お
よ

び
装
置
の
バ
ト
ロ
ー
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成
）

編
月

工
判

負
４

請
〃

び
（

よおつ杜会力協ぴ業企請下るけおに所油製島水油石菱三表５第

＠
十
　

人
８
０
３
５
６
ユ

請
下
次
２

人
　
一
蝸
　
　
５

６
８
９
１
１
８
５
ｕ

員
＠
人
延

人
　
一
５
２
　
　
｛
　
　
１
５

請
業
下
企
数

一
５
９

請
兀

人
８
２
３
５
９

員
¢
人
延

人
８
１
７
３
７
５
～
　
ａ
１

請
業
下
企
数

１
０
６

業
会
会
作
　
部
輸
　
事
運
部
工

１
６
１
計

　
　
わ

　
　
も

　
　
お

　
　
と

　
　
る

　
。
す

　
い
在

　
た
存

　
れ
が

　
さ
の
　
　
。

　
照
も
　
　
る

。
参
き
　
あ

成
を
べ
　
で

作
）
る
　
り

り
１
め
　
　
お

よ
注
含
　
と

）
の
に
　
　
の

分
表
」
　
の

月
４
負
　
　
．

４
第
請
　
Ｏ
じ

年
，
業
　
表

７
４
は
作
　
付

１
９
て
「
　
は

（
い
も
　
細

料
つ
に
　
詳

資
に
か
　
の

　
　
、
よ

１
」
■
」
ナ
　
　
　
ー
■

会
員
の
。
会

力
人
」
い
部

協
均
会
な
事

全
平
部
き
工

安
の
事
で
「

，
り
工
別
上

所
当
「
識
会

油
日
，
は
部

製
１
く
ら
業

島
「
じ
か
作

水
↓
同
表
輸

油
員
と
本
運

石
人
表
，
「

菱
延
４
が
叔

三
「
第
る
よ

「
）
）
れ
ナ

　
ー
　
２
■
　
　
　
）

　
　
　
３

）
所
削咄

会部事工

２
）

（表付

人
１
）
１
）
２
）
１
）
４
）

）
２
　
１
　
０
　
５
３

業
数
７
０
２
９
４

従
　
　
５
，
Ｌ
４
，

幡
旧
（
（
（
（
イ

）

次
請

３
下

（）

次
請

２
下

（

斑
一Ｌ

　
工

請
機

侃
油

　
菱

設建エヒイ田代千

亟
砥 ）

）

３
　
１
↓

’
ｏ
　
０

０
０
　
１
１

　
５
（
（

工重菱

亟 ）７６（油発揮本

ご
　
　
日

）７４４（

亜 ）７６２（設

）
）

１
１
　
２

３
４

１（
（

ト

　
ソ

建
ラ

成
フ
　
重

大
菱

亟

会部業作輸運

１
）

（表付

送
　
送
　
送

業

輸
　
輸
　
輸

一
　
　
一
　
　
一

作

送
　
リ
　
リ
　
リ

当

輸
　
　
一
　
一
　
一

ク
役
回
作
回
送
口
業
送

担

ツ
荷
ク
操
ク
輸
ク
作
輸
掃

ラ
上
ソ
線
ソ
舶
ソ
内
舶

ト
海
汐
側
タ
船
タ
構
船
清

帖
業

人
０
４
５
０
６
０
５
７
２
９

２
６
０
０
４
０
７
６
　
５
４
７
４
１
５
５
３
２
　
．
３

８
３

従
数

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
一
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｏ

７
，

延
員

０
１

－
名

輸
工
輸
島
輸
送
輸
油
店
杜

１

業企

葎
禁
薫
一
倉
山
両
日
菱
鶴
菱
中
木
研

計

請元

　
一
二
一
（
八
九
四
）

ル
に
従
事
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ｉ
）
、
旧
修
理
工
・

工
作
工
（
補
修
・
改
造
工
事
、
電
気
・
工
作
部
Ｆ

担
当
）
、
ｏ
補
助
労
働
者
（
原
料
の
運
搬
、
製
品

の
包
装
、
後
処
理
、
清
掃
担
当
）
、
ゆ
技
術
者
（
研

究
開
発
技
術
者
、
生
産
現
場
の
技
術
者
）
、
ｏ
事

　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

務
労
働
者
に
分
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
運

転
工
と
は
化
学
工
場
の
メ
イ
ソ
テ
ナ
ソ
ス
の

上
で
、
機
能
的
な
分
業
体
制
を
と
り
、
異
質

の
労
働
で
あ
る
」
修
理
工
・
工
作
工
の
大
部

分
や
、
生
産
工
程
上
、
自
動
化
・
機
械
化
の

遅
れ
た
部
分
を
担
当
す
る
補
助
労
働
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

通
常
、
杜
外
工
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
と
比
較
す

れ
ぱ
、
生
産
の
自
動
化
が
一
層
進
ん
で
い
る

た
め
、
作
業
請
負
工
の
導
入
さ
れ
る
箇
所
は
、

こ
の
よ
う
に
プ
ラ
ソ
ト
の
保
全
、
運
輸
関
連

　
（
１
６
）

作
業
に
隈
定
さ
れ
て
い
る
。

　
石
油
化
学
工
業
の
杜
外
工
編
成
の
こ
う
し

た
特
徴
を
具
体
的
に
確
か
め
る
た
め
に
、
三

菱
化
成
工
業
水
島
工
場
を
例
に
と
れ
ぱ
、
第



４
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
本
工
・
職
員
労
働
者
と
作
業
請
負
工
と
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

率
は
、
約
六
〇
対
四
〇
で
鉄
鋼
業
と
顕
著
な
相
異
は
な
い
が
、
絶
対
数

に
す
れ
ば
、
本
工
・
職
員
労
働
者
お
よ
び
杜
外
工
労
働
者
（
作
業
請
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

工
．
工
事
請
負
工
）
共
に
鉄
鋼
業
を
相
当
下
回
る
。

　
岬
石
油
精
製
業
。
　
石
油
精
製
業
は
、
石
油
化
学
工
業
と
な
ら
ぶ
装

置
工
業
の
典
型
で
あ
り
、
生
産
工
程
上
で
、
石
油
化
学
工
業
の
前
段
階

に
位
置
し
、
原
油
精
製
過
程
か
ら
生
ず
る
ナ
フ
サ
（
粗
ガ
ソ
リ
ソ
）
を
石

油
化
学
工
業
に
供
給
す
る
。
石
油
精
製
業
と
石
油
化
学
工
業
と
は
バ
ィ

プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
労
働
内
容
、
労
働
者
編
成
共
に
石
油
化
学
工

業
に
近
似
し
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
、
三
菱
石
油
水
島
製
油
所
の
下

請
企
業
お
よ
び
杜
外
工
編
成
を
掲
げ
て
お
く
（
第
５
表
）
。

　
的
電
力
産
業
。
　
火
力
発
電
の
燃
料
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
転
換
し
た

の
を
契
機
に
、
電
力
産
業
は
六
〇
年
代
以
降
の
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ

ー
ト
の
重
要
な
構
成
部
門
と
な
っ
た
。
水
島
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
に
お
い
て

も
、
中
国
電
力
水
島
発
電
所
、
同
・
玉
島
発
電
所
、
そ
れ
に
水
島
共
同

　
（
１
９
）

火
力
の
三
発
電
所
が
操
業
し
て
お
り
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
各
企
業
の

電
力
需
要
を
ま
か
な
う
の
み
な
ら
ず
、
中
因
地
方
東
部
地
域
へ
の
電
力

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

供
給
を
に
な
っ
て
い
る
。

　
電
力
産
業
に
お
げ
る
定
常
的
な
作
業
一
一
請
負
と
し
て
は
、
保
全
、
清
掃

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
祉
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

関
係
以
外
ご
く
稀
で
あ
り
、
年
一
回
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
さ
い
、
工

事
請
負
の
「
協
力
会
杜
」
も
含
め
て
十
数
社
が
「
安
全
協
力
会
」
を
構

　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

成
す
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
れ
ま
で
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成
す
る
主
要
四
部
門
（
鉄
鋼

業
．
石
油
化
学
工
業
．
石
油
精
製
業
．
電
力
産
業
）
の
下
請
企
業
（
「
協
力
会

杜
」
）
お
よ
び
請
負
工
（
杜
外
工
）
労
働
者
編
成
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

こ
こ
で
ふ
れ
な
か
っ
た
自
動
車
工
業
・
食
品
工
業
・
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
製

品
製
造
業
な
ど
の
諸
企
業
を
含
め
る
と
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成

す
る
企
業
数
は
、
　
一
九
七
四
年
現
在
七
二
へ
事
業
所
数
八
○
。
た
だ
し
、

下
請
企
業
は
含
ま
ず
）
、
　
本
工
．
職
目
倶
労
働
者
は
三
三
、
七
〇
〇
名
に
の

惇
る
。
主
要
部
門
別
内
訳
は
、
鉄
鋼
業
一
三
、
九
八
○
名
（
四
一
・
六
劣
）
、

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
七
、
九
六
〇
名
（
二
三
・
七
％
）
、
石
滴
化
学

工
業
六
、
四
五
〇
名
（
一
九
．
二
劣
）
、
石
油
精
製
業
一
、
五
五
〇
名
（
四

　
　
　
　
　
（
２
３
）

．
六
％
）
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
わ
け
て
も
川
崎
製
鉄
労
働
者
の
占
め
る
位

置
の
大
き
さ
は
格
別
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
杜
外
工
（
作
業
請
負
工
．
工
事
請
負
工
）
労
働
者
は
、
総
数
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

少
く
と
も
二
五
、
○
○
○
名
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、

水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
独
占
企
業
の
も
と
に
は
約
六
万
名
の
労
働
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
八
九
五
）
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重
層
的
構
造
を
な
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
危
る
。

（
１
）
堀
江
英
一
「
協
力
会
杜
」
（
『
経
済
論
叢
』
、
第
二
一
巻
第
三
号
所

　
　
収
）
二
～
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
な
お
、
「
製
品
加
工
下
請
」
と
は
、
製
品
の
加
工
自
体
の
請
負
で
、

　
　
自
動
車
・
電
気
製
品
た
ど
の
総
組
立
を
請
負
う
彩
態
で
あ
り
、
　
「
部
品

　
　
加
工
下
請
」
と
は
、
独
占
企
業
の
完
成
品
の
た
め
の
部
品
加
工
の
下
請

　
　
で
あ
る
。

（
２
）
　
「
何
人
も
・
一
・
…
労
働
者
供
給
事
業
を
行
い
、
又
は
そ
の
労
働
者
供
給

　
　
事
業
を
行
う
者
か
ら
供
給
さ
れ
る
労
働
者
を
使
用
し
て
は
た
ら
な
い
」

　
　
（
職
業
安
定
法
、
第
四
四
条
）
。

（
３
）
　
「
職
業
安
定
法
施
行
観
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
　
（
一
九
五
二

　
　
年
二
月
一
日
公
布
、
同
年
労
働
省
令
第
一
号
）
。

（
４
）
　
一
九
四
三
年
一
月
、
そ
れ
ま
で
「
八
幡
製
鉄
所
運
搬
請
負
共
済
組

　
　
合
」
に
加
入
し
て
い
た
沿
岸
荷
役
・
陸
上
荷
役
業
者
と
「
海
上
運
送
組

　
　
合
」
に
加
入
し
て
い
た
小
船
主
業
者
と
が
合
流
し
て
、
　
「
目
鉄
八
幡
港

　
　
運
（
株
）
」
が
設
立
さ
れ
た
。
「
し
か
る
に
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
職
業

　
　
安
定
法
の
施
行
に
よ
っ
て
従
来
の
荷
役
請
負
作
業
は
全
面
的
に
禁
止
さ

　
　
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
当
所
は
全
荷
役
作
業
及
び
そ
の
所
属

　
　
労
務
者
を
殆
ど
全
面
的
に
引
継
い
で
昭
和
二
三
年
一
〇
月
一
日
直
轄
の

　
　
荷
役
現
業
所
を
設
置
し
た
」
　
（
八
幡
製
鉄
株
式
会
杜
『
八
幡
製
鉄
所
五

　
　
十
年
誌
』
、
一
九
五
〇
年
、
二
〇
三
ぺ
ー
ジ
）
。

（
５
）
堀
江
英
一
、
前
掲
論
文
、
一
八
べ
－
ジ
。
な
お
、
親
企
業
に
よ
る

　
　
　
「
協
力
会
杜
」
の
管
理
は
、
各
地
域
の
事
業
所
に
ま
か
さ
れ
て
お
り
、

　
　
各
事
業
所
単
位
で
「
協
力
会
杜
」
の
統
括
組
織
１
１
「
（
安
全
）
協
力
会
」

一
四
　
（
八
九
六
）

　
　
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
杜
外
工
労
働
者
の
賃
金
を
例
に
と
ろ
う
。
「
協
力
会
杜
」
が
杜
外
工
．

　
　
に
支
払
う
賃
金
の
財
源
は
、
　
「
出
銑
一
回
当
り
」
と
か
「
ト
ソ
当
り
」

　
　
と
か
の
作
業
量
を
単
位
と
し
て
、
親
企
業
に
よ
っ
て
「
協
力
会
杜
」
に

　
　
支
払
わ
れ
た
請
負
代
金
に
他
な
ら
ず
、
請
負
代
金
自
体
、
た
え
ず
単
価

　
　
切
下
げ
の
圧
力
を
ケ
け
る
ほ
か
、
親
企
業
の
操
業
度
に
よ
っ
て
規
定
さ

　
　
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

（
７
）
戸
木
田
嘉
久
『
現
代
の
合
理
化
と
労
働
運
動
』
労
働
旬
報
杜
、
一
九

　
　
六
五
年
、
二
ニ
ハ
ベ
ー
ジ
。

（
８
）
　
た
だ
し
、
独
占
企
業
に
よ
る
杜
外
工
制
度
の
導
入
の
意
図
は
、
前
述

　
　
の
ご
と
く
多
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
技
術
的
要
因
だ
け
で
杜
外
工
制

　
　
度
の
存
否
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
９
）
寺
淋
琳
瓜
Ｈ
１
．
（
料
Ｈ
峡
璽
昧
十
令
淋
劃
述
Ｈ
）
。
こ
こ
で
、
工
事
請

　
　
負
工
を
除
い
た
理
由
は
、
彼
ら
は
当
該
の
製
鉄
所
の
建
設
作
業
の
進
行

　
　
と
か
か
わ
っ
て
浮
動
的
た
も
の
た
の
で
、
定
常
的
た
杜
外
工
の
存
在
状

　
　
況
を
知
る
に
は
不
適
切
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
種
の
建
設

　
　
工
事
・
修
理
工
事
ば
常
時
お
こ
た
わ
れ
て
お
り
、
工
事
請
負
工
も
一
定

　
　
数
は
絶
え
ず
就
労
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
坂
本
和
一
「
現
代

　
　
巨
大
生
産
単
位
に
お
げ
る
労
働
者
の
存
在
構
造
」
、
『
立
命
館
経
済
学
』
、

　
　
第
二
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
所
収
、
二
〇
九
ぺ
ー
シ
）
。

（
１
０
）
　
た
と
え
ば
、
一
九
七
二
年
二
月
末
時
点
で
は
、
君
津
製
鉄
所
六
〇
％
、

　
　
福
山
製
鉄
所
五
四
％
、
堺
、
鹿
島
製
鉄
所
各
六
五
三
％
で
あ
る
（
坂
本

　
　
和
一
、
前
掲
論
文
、
二
〇
九
ぺ
ー
ジ
）
。

（
ｕ
）
　
坂
本
和
一
、
前
掲
論
文
、
二
二
一
二
二
八
ぺ
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
た
と
え
ぱ
、
電
気
保
全
部
門
の
第
三
次
下
請
段
階
に
は
、
少
く
と
も

－



　
　
三
二
の
「
協
力
会
杜
」
・
二
六
九
名
の
請
負
工
の
存
在
を
確
認
し
う
る

　
　
（
一
九
七
四
年
二
月
現
在
、
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
「
安
全
協
力
会
」

　
　
資
料
に
よ
る
）
。

（
１
３
）
　
下
谷
政
弘
「
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
の
技
術
構
造
」
（
『
経
済
論
叢
』
、
第
一

　
　
〇
八
巻
第
六
号
所
収
）
七
八
～
八
六
べ
－
ジ
。

（
１
４
）
　
山
本
香
「
コ
ソ
ヒ
ナ
ー
ト
と
労
働
　
　
石
油
化
学
工
業
の
場
合
」
（
季

　
　
刊
『
科
学
と
思
想
』
、
第
二
号
、
一
九
七
四
年
一
月
刊
所
収
）
、
五
六

　
　
～
五
八
ぺ
ー
ジ
。

（
１
５
）
　
山
本
香
、
前
掲
論
文
、
五
七
ぺ
ー
ジ
。
修
理
工
・
工
作
工
は
「
装
置

　
　
の
日
常
的
な
保
守
・
管
理
や
新
改
造
工
事
を
中
心
的
な
仕
事
と
し
」
、

　
　
「
作
業
が
連
続
的
で
な
く
、
作
業
量
は
一
定
し
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、

　
　
し
た
が
っ
て
、
工
場
維
持
に
最
低
必
要
な
工
作
工
・
修
理
工
の
み
を
残

　
　
し
、
他
は
下
詩
工
化
す
る
」
（
同
、
五
七
べ
ー
ジ
）
。
か
か
る
下
誇
工

　
　
化
さ
れ
た
修
理
工
・
工
作
工
の
う
ち
、
ブ
ラ
ソ
ト
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ

　
　
企
業
労
働
者
の
場
合
は
高
度
に
専
門
的
な
労
働
に
携
わ
る
者
が
多
く
、

　
　
彼
ら
は
、
運
輸
関
連
・
雑
役
・
清
掃
な
ど
の
単
純
作
業
に
従
事
す
る

　
　
請
負
工
と
は
区
別
し
て
考
え
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
本
稿
の
対
象
で
あ

　
　
る
兼
業
労
働
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
杜
外
工
の
大
部
分
は
後
者
に
属
す

　
　
る
。

（
１
６
）
　
「
運
輸
」
担
当
の
作
業
誇
負
工
は
、
通
常
の
構
外
運
輸
ぱ
か
り
で
な

　
　
く
、
原
材
料
の
受
入
れ
・
保
管
・
払
出
し
・
包
装
・
船
積
な
ど
を
含
む

　
　
広
義
の
運
輸
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
基
幹
工
程

　
　
内
の
単
純
作
業
（
た
と
え
ぱ
、
原
料
配
合
投
入
、
タ
ソ
ク
ヤ
ー
ド
整
備

　
　
な
ど
）
に
も
従
事
す
る
こ
と
が
あ
る
（
堀
江
英
一
、
前
掲
論
文
、
二
〇

　
　
～
二
ニ
ベ
ー
ジ
）
。

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

（
１
７
）
第
－
表
、
第
４
表
よ
り
算
出
。

（
１
８
）
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
石
油
化
学
工
業
は
、
三
菱
化
成
工
業
水
島
工

　
　
場
、
三
菱
瓦
斯
化
学
水
島
工
場
、
旭
化
成
工
業
水
島
支
杜
の
そ
れ
ぞ
れ

　
　
を
核
と
す
る
三
っ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
生
産
工
程
上

　
　
の
み
な
ら
ず
、
資
本
面
で
も
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
後

　
　
二
者
の
杜
外
工
編
成
の
特
徴
は
、
三
菱
化
成
工
業
の
場
合
と
大
差
な
い
。

（
１
９
）
川
崎
製
鉄
と
中
国
電
力
と
の
合
弁
企
業
。
主
に
、
川
崎
製
鉄
水
島
製

　
　
鉄
所
の
電
力
需
要
を
満
た
し
て
い
る
。

（
２
０
）
　
三
発
電
所
の
発
電
能
力
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
但
し
、
一
九
七

　
　
四
年
現
在
）
。
中
国
電
力
水
島
発
電
所
六
三
一
千
キ
ロ
ワ
ヅ
ト
、
同
一

　
　
玉
島
発
電
所
一
、
二
〇
〇
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
水
島
共
同
火
力
四
六
二
千

　
　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
岡
山
県
商
工
部
『
水
島
臨
海
工
業
地
帯
の
現
状
』
、
一
九

　
　
七
四
年
六
月
刊
、
五
八
～
五
九
ぺ
－
ジ
）
。

（
２
１
）
　
た
と
え
ば
、
一
九
七
三
年
五
月
実
施
の
水
島
共
同
火
力
の
第
一
号
発

　
　
電
機
定
期
検
査
の
さ
い
組
織
さ
れ
た
「
安
全
協
力
会
」
は
、
　
一
二
の

　
　
「
協
力
会
杜
」
（
請
負
工
二
二
二
名
）
か
ら
な
る
（
同
「
安
全
協
力
会
」

　
　
資
料
に
よ
る
）
。

（
２
２
）
　
三
菱
白
動
車
工
業
水
島
自
動
車
製
作
所
を
中
心
と
す
る
自
動
車
工
業

　
　
の
本
工
．
職
員
労
働
者
は
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
た
か
で
大
き
た
位

　
　
置
を
占
め
て
い
る
が
（
第
－
表
）
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
動
車

　
　
工
業
の
下
請
移
態
の
主
体
は
、
部
品
加
工
下
請
お
よ
び
製
品
加
工
下
請

　
　
で
あ
っ
て
、
杜
外
工
制
度
と
い
う
形
態
を
と
ら
な
い
の
で
本
稿
で
は
省

　
　
略
し
た
。
た
お
、
三
菱
自
工
（
水
島
）
の
下
請
企
業
は
、
少
く
と
も
一

　
　
一
八
杜
存
在
し
、
「
三
菱
自
工
柏
会
水
島
支
部
」
（
「
協
力
会
」
）
に
組
織

　
　
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
〇
杜
は
、
総
杜
市
に
あ
る
「
水
島
機
械
金

一
五
　
（
八
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ニ
ハ
　
（
八
九
八
）

つ杜会力協ぴ業企
請
数

下
者

の
働

業
労

齢
ト一

儲

ナ
エ

ビ
外

ソ
杜

コ
び

島
よ

水
お表６第

点時査調

月２年
年

７
４
７
２

１
９
１
９

）人（数者働労工負請数業企請下

計合

５６８３１

３９５

）

ｏ
ｏ
－５４４１（

負講事工

１６８４
判

請業乍計合

４００９４８５

７

事
負
９
６

工
請
２

業
負
８
８

作
請
２鉄

鉄
　
　
）

製
製
計

崎
京
小

　
　
（

川
東

業鋼鉄

月
月
月

５
　
４
　
Ｆ
ｏ

年
年
年

７
３
７
４
７
３

１
９
１
９
１
９

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
　
〃

〃

５１６１

５２１１

３３７

０２５

５０１

８
３

７
１

１
８

１
２

１
０

ｕ
４
　
４

１５１

０８３

２

）１１３４（

４７９

０４１

１
６

１
２

１
０

ｕ
４
　
４

２
８

５
１

２
９

１
９

１
３

１

１
３

４
　
１
↓

１
■
一
　
ｎ
Ｚ

ｎ
ｚ
　
ｏ
ｏ

１
５

ｕ

ｕ

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

４
０

Ｏ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ

１
－
一
　
１
■

９
＾
　
２

１

学
業
ウ
業
成
化
ス
２
）
達
ソ
ク
学
興
ソ

姓
盗
化
電
ｙ
寮
オ
剤

瓦
化
成
　
　
目
　
ツ
成
林
化
ゼ
小

菱
菱
鶯
山
東
け
本
眺
川
島
本
。

三
三
旭
目
岡
関
ぺ
菱
目
チ
・
新
荒
水
目

油
業

　
工

学

石
化

月
月

４
　
Ｅ
ｏ

年
年

７
４
７
３

１
９
１
９

４７９

８２８

）２０８１（

７
５

３
２

油
業

　
　
）

石
鉱
計

　
　
、

菱
本
一

　
　
（

三
目

油
業、

製

石
精

月５年
７
３

１
９

〃

６３１

２３１

）８６２（

２
２

１
２

所
力

電発
火
）

島
同
計

斌
共
小

電
鳥
（

輯
水

業産力電

　
、
　
か
　
お

　
の
　
を
　
業

　
」
　
字
　
企

　
社
　
数
　
請

　
会
　
の
　
下

　
力
　
表
　
　
の

　
協
　
本
　
ト

　
「
　
　
は

　
　
　
際
　
　
ナ

　
え
　
実
　
　
ビ

　
ゆ
　
　
　
　
ン

　
れ
　
　
で
　
　
コ

　
そ
　
　
の
　
島

　
　
。
　
る
　
水

　
る
　
　
あ

　
あ
　
　
で
　
　
は
。

　
が
　
明
　
ら
い

　
の
　
不
　
か
な

　
も
　
は
　
表
ぎ

　
つ
　
階
　
本
す

　
も
　
段
　
　
，
に

　
を
　
　
の
　
ば
る

　
業
　
下
　
れ
う

　
企
　
以
　
す
り

　
親
　
請
　
慮
知

　
の
　
下
　
考
を

　
上
　
次
　
を
安

　
以
　
３
　
格
目

　
杜
　
ま
　
性
の

　
２
　
た
　
的
体

　
　
　
ま
　
動
大

る
る
は
　
請
　
浮
の

よ
あ
に
　
下
　
の
数

に
で
か
　
次
。
工
）

料
所
な
。
２
う
負
工

資
箇
の
た
，
ろ
請
負

」
の
」
つ
り
あ
事
講

会
明
杜
か
た
で
工
（

力
不
会
な
わ
る
，
工

協
は
力
め
に
回
に
外

「
欄
協
求
社
上
ら
杜

杜
空
「
は
各
り
さ
び

各
）
）
計
）
な
）
よ

　
１
２
　
　
　
３
　
　
　
４

讐
（

　
属
工
業
団
地
」

　
に
共
同
立
地
し

　
て
い
る
（
岡
山

　
県
商
工
部
、
前

　
掲
書
、
五
六
べ

　
ー
ジ
）
。

（
２
３
）
　
岡
山
県
商
工

　
部
、
前
掲
書
よ

　
り
算
出
。
た
お
、

　
本
工
・
職
員
労

　
働
者
数
は
一
九

　
七
一
年
以
降
顕

　
著
な
増
加
を
示

　
し
て
い
た
い
。

（
２
４
）
　
水
島
コ
ソ
ビ

　
ナ
ー
ト
の
全
企

　
業
に
つ
い
て
、

　
そ
の
下
請
企
業

　
（
「
協
力
会
杜
」
）

　
数
お
よ
び
請
負

　
工
（
杜
外
工
）

　
労
働
者
数
を
知

　
る
こ
と
は
不
可

　
能
に
近
い
。
そ

　
こ
で
、
各
杜



成構易齢年
の
）

者
在

働
現

労
９
月

烏

杜
岬

と
，

者
み

動
の

釧
者

工
務

本
捕

鉄
男

製
（崎刀表７第 １

計
合
■
１
才
上
６
０
以

１
４
０
ｊ
ｏ
０
１
０
１
，
１
１

５
２
０
６
０
０
　
　
１
，
ｌ
ｌ

０
　
　
０

２
　
　
Ｑ
Ｕ
　
Ｏ

刎
“
　
１ …

０
２
１
『
１
１
５
　
　
－

脚
〃
１
，
１
＾
“
１
，
１

一
一
一
）
口
“

洲
…
５
・
５
　
■
１

５
４
６
１
２
３

脳
”
２
，
１

　
－
９
０
８
　
１
３
　
■
　
　
　
　
■
　
１

ふ
”
２
・
２

４
５
９
　
６

才
満
１
９
未

閉
“
旦

”
”

・
り
数
繊
実
構

１
・
。
湯
鮒
Ｌ
庚
Ｌ
幣

　
者
鉄
働
製
労
崎
工
川
本

○るよに査調トーケンアのへ社○びよお

所
・

鉄製島ｋ
ワ
一鉄製噛

刀）所出（

）２（

「
（
安
全
）
協
力
会
」
資
料

を
も
と
に
作
成
し
た
第
６

表
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
な

い
。
た
だ
し
、
同
表
で
は
、

二
次
下
請
以
下
の
段
階
は

不
明
で
あ
る
の
で
、
実
際

の
下
請
企
業
数
お
よ
び
請

負
工
数
は
相
当
上
回
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
杜
外
工
労
働
者
の

労
働
条
件
の
特
徴

　
前
項
で
は
、
重
化
学
工
業
コ

ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
杜
外
工

労
働
者
の
位
置
に
つ
い
て
の
一

般
的
考
察
の
の
ち
、
水
島
コ
ソ

ビ
ナ
ー
ト
に
集
積
す
る
杜
外
工

労
働
者
の
編
成
の
特
徴
を
、
主

と
し
て
量
的
側
面
か
ら
検
討
し

た
。
こ
の
項
で
は
、
年
齢
別
・

勤
続
年
数
別
労
働
力
構
成
お
よ

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

び
賃
金
．
労
働
時
問
を
指
標
と
し
て
、
杜
外
工
労
働
者
の
労
働
条
件
の

特
徴
を
本
工
・
職
員
労
働
者
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
解
明
す
る
。
こ

の
課
題
を
十
全
に
果
た
す
た
め
に
は
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
全
部
門

に
わ
た
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
資
料
的
制
約
の
た
め
、

さ
し
あ
た
り
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
本
工
労
働
者
と
そ
の
作
業
請
負
企

　
　
　
　
　
（
１
）

業
で
あ
る
Ｏ
杜
労
働
者
（
す
な
わ
ち
川
崎
製
鉄
杜
外
工
）
と
に
対
象
を
隈
定

せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
¢
年
齢
別
構
成
の
特
徴
に
つ
い
て
（
第
７
表
）
。
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄

所
本
工
労
働
者
の
半
数
が
、
二
〇
歳
台
の
若
年
労
働
者
で
あ
る
の
に
た

い
し
、
杜
外
工
（
Ｏ
杜
労
働
者
）
の
場
合
は
四
〇
歳
以
上
の
中
高
年
労
働

者
が
五
三
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。
Ｏ
杜
の
定
年
は
六
〇
歳
で
あ
り
、

川
崎
製
鉄
定
年
（
五
五
歳
）
退
職
後
、
作
業
請
負
工
と
し
て
Ｏ
杜
へ
再
就

職
し
た
者
は
、
同
杜
労
働
者
全
体
の
一
〇
％
ほ
ど
に
た
る
。

　
　
勤
続
年
数
別
構
成
に
つ
い
て
（
第
８
表
）
。
本
工
労
働
者
の
た
か
で

は
、
千
葉
製
鉄
所
か
ら
水
島
製
鉄
所
へ
移
籍
し
て
き
た
勤
続
一
〇
年
以

上
の
労
働
者
が
最
も
多
い
。
水
島
製
鉄
所
の
本
格
的
操
業
以
降
の
採
用

者
（
七
年
未
満
の
者
）
を
合
計
す
る
と
過
半
数
を
こ
え
る
が
、
三
年
未
満

の
労
働
者
は
比
較
的
少
い
。
こ
れ
に
対
し
、
杜
外
工
の
場
合
、
勤
続
三

年
未
満
の
労
働
者
が
半
数
近
く
を
占
め
、
移
動
の
激
し
さ
を
も
の
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
八
九
九
）
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八
　
（
九
〇
〇
）

っ
て
い
る
（
因
み
に
、
Ｏ
杜
水
島
支
店
の
開
設
は
一
九
六
六
年
で
、

あ
る
）
。

　
　
以
上
の
点
を
前
提
に
し
て
、
杜
外
工
の
労
働
条
件
の

基
本
的
特
徴
を
見
る
た
ら
ぱ
（
第
９
表
）
、

　
第
一
に
、
労
働
時
問
に
つ
い
て
は
、
本
工
の
基
準
内
労

働
時
間
に
比
べ
、
杜
外
工
の
そ
れ
は
七
％
程
度
長
い
だ
げ

で
あ
る
が
、
基
準
外
労
働
時
間
は
三
〇
％
以
上
杜
外
工
の

方
が
上
回
っ
て
お
り
、
総
労
働
時
問
に
。
す
る
と
一
〇
％
程

　
　
　
　
　
　
（
２
）

度
長
く
た
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
平
均
賃
金
に
１
つ
い
て
。
杜
外
工
の
基
準
内
賃

金
は
本
工
の
約
三
〇
％
で
あ
る
が
、
他
方
、
基
準
外
賃
金

は
二
・
七
倍
に
も
上
り
、
総
額
で
は
本
工
の
八
三
％
程
度

に
た
る
（
従
っ
て
、
時
問
当
り
賃
金
に
す
る
と
本
工
の
七
五
％
水

準
に
と
ど
ま
る
）
。
　
こ
れ
は
、
杜
外
工
の
基
準
内
賃
金
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
い
低
位
性
を
、
基
準
外
労
働
１
１
追
加
労
働
に
も
と
づ
く

時
問
外
手
当
、
深
夜
勤
務
手
当
な
ど
で
補
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
工
の
賃
金
総
額
の
八
○
劣
程
度
の
水
準
を
維
持
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
杜
外
工
の
多

く
が
中
高
年
労
働
者
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
本
工
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
格
差
は
よ
り
大
ぎ
い
も
の
と
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
う
し
た
杜
外
工
の
賃
金
彩
態
は
、
追
加
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
時
問
賃
率
を
引
き
下
げ
る
仕
組
み
を
示
し
た
も
の
で
、
親
企
業

（
川
崎
製
鉄
）
の
操
業
度
に
対
応
し
て
変
動
し
う
る
支
払
い
形
態
を
な
し

て
い
る
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
こ
で
の
検
討
の
対
象
は
わ
ず
か
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
杜
外
工
労

働
者
の
労
働
条
件
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
鉄
鋼
業
に
限
ら
ず
石
油
精

製
業
、
石
油
化
学
工
業
な
ど
の
杜
外
工
労
働
者
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
独
占
企
業
は
、
本
工
・
職
員
労
働
者
に
た
い
す
る

「
近
代
的
」
た
搾
取
彩
態
　
　
高
度
に
集
積
さ
れ
た
物
的
生
産
手
段
と
ヒ

ュ
ー
マ
ソ
・
リ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
ズ
な
ど
の
労
務
管
理
と
を
一
体
化
し
た
搾

取
形
態
　
　
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
量
の
杜
外

工
労
働
者
（
そ
の
多
く
が
中
高
年
労
働
者
）
を
傘
下
に
組
入
れ
、
す
で
に
検

討
し
た
よ
う
な
低
位
な
労
働
条
件
　
　
追
加
労
働
の
強
制
、
コ
ソ
ヒ
ナ

ー
ト
独
占
企
業
の
操
業
度
に
照
応
す
る
賃
金
支
払
い
形
態
な
と
　
　
を

押
し
つ
け
る
こ
と
を
利
潤
獲
得
の
重
要
た
源
泉
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
Ｏ
杜
は
、
製
造
工
程
部
門
（
第
２
表
凹
参
照
）
の
元
請
企
業
で
あ
グ
、

　
　
　
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

主
と
し
て
圧
延
部
門
を
担
当
し
て
い
る
。

　
杜
外
工
の
実
際
の
基
準
外
労
働
時
間
は
、
こ
れ
を
相
当
上
回
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
第
９
表
で
は
、
基
準
外
労
働
一
時
間
当

”
二
、
七
〇
〇
円
と
い
う
考
え
ら
れ
た
い
額
に
た
る
か
ら
で
あ
る
。

　
杜
外
工
労
働
者
の
多
く
は
、
健
康
破
壊
の
危
険
を
冒
し
つ
つ
「
あ
げ

と
お
し
」
（
所
定
の
深
夜
勤
務
の
終
了
後
、
つ
づ
げ
て
昼
問
勤
務
に
つ

く
こ
と
）
、
あ
る
い
は
「
く
れ
と
お
し
」
（
前
者
の
逆
）
に
従
事
す
る
。

な
お
、
杜
外
工
の
場
合
、
二
交
替
制
と
三
交
替
制
が
並
用
さ
れ
て
い
る
。

杜
外
工
の
三
交
替
制
は
、
本
工
の
よ
う
に
「
四
直
三
交
替
制
」
で
は
な

く
、
「
三
直
三
交
替
制
」
が
支
配
的
で
あ
る
。

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
独
占
企
業
は
、
「
労
働
生
産
性
」
の
急
速
な
上
昇
に

も
と
づ
く
棉
対
的
剰
余
価
値
生
産
の
増
大
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
杜
外

工
に
た
い
す
る
追
加
労
働
の
強
制
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
絶
対
的
剰
余

価
値
生
産
を
も
あ
わ
せ
て
追
求
す
る
。

　
筆
者
は
、
本
工
労
働
者
と
杜
外
工
労
働
者
と
の
賃
金
格
差
を
第
一
義

的
に
ー
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
工
労
働
者
を
も
含
め
た

低
賃
金
水
準
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
杜
外
工
の
労
働
条
件
の
劣
悪
さ
を

示
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
の
帰
結
は
、
杜
外
エ
ヘ
の
労
働
災
害

の
集
中
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
の
分
析
対
象
に
用
い
た
の
は
元
請
段
階
の
杜
外
工
で
あ
る
が
、

第
二
次
、
三
次
下
請
段
階
の
杜
外
工
の
労
働
条
件
は
、
よ
り
不
安
定
で

劣
悪
な
も
の
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
杜
外
工
の
な
か
に
も
常
雇
と

臨
時
雇
が
あ
り
、
後
者
の
労
働
条
件
は
常
雇
の
杜
外
工
に
比
べ
さ
ら
に

低
位
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
　
（
九
〇
一
）
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

　
（
九
〇
二
）

部
口
乱
　
倒
杜
外
工

エ
　
ク
　
れ

賄
刊
肋
　
労
働
者
の

山
　
に
　
お

順
　
餓
～
阯
　
　
集
積
基
盤

は
　
の
な
よ

数
　
と
は
に

総
　
場
で
い
　
　
で
は
、
本
工
・

損
工
の
違

業
　
と
も
の

従
　
寮
す
点
職
員
労
働
者
に
比

一
の
　
，
示
時

外
　
合
接
査

以
　
場
直
調
べ
、
相
対
的
に
劣

業
　
の
を
は

。
雛
“
鰭
洲
甘
悪
な
労
働
条
件
に

成
下
レ
労
な
、

蟻
嵩
も
か
か
わ
ら
ず

も
，
を
す
村
て
大
量
の
杜
外
工
労

瀞
幾
働
者
一
集
蓼
可

年
ま
９
７
業
見
０
能
に
し
て
い
る
要

７
４
表
ｑ
企
と
岨

１
９
５
』
請
半
１

（
一
状
下
大
ふ
因
は
何
で
あ
ろ
う

ぺ
表
現
，
が
ｘ

調
２
の
は
者
〃
　
、
。

鴛
堂
鳩
カ

安
は
業
の
て
」
　
本
稿
で
は
、
彼

業
数
工
欄
し
業

職
総
海
」
用
工

共
員
臨
属
利
家
ら
の
多
く
が
農
村

公
業
島
所
を
上

鳩
雌
欣
け
凧
け
か
ら
通
勤
す
る
兼

　
１
　
　
　
２
　
　
　
３

剛
卸
　
　
　
　
業
従
事
者
で
あ
る

出（
　
　
　
　
　
と
い
う
点
に
、
そ



泉系各足スバロクイプるけおに）業企請元
鉄
間

い
時

○
要

業
所

工
道

士
片

富
び

阪
よ

大
お図－第

）０３に町合菟

町
１
０

田
．
：

英
２

５５

０”
原

－
尾

関　
ｏ
　
○

　
ほ

）
屋

１
０
吹

ほ
ー．

郷本

）０３い茂加下野豊 井
４
０

土
：

下
い市

ｏ
ｏ

梁
■

吉
同
｝

）Ｃ２
．
・
．い町陽山５

５

町
．
．

和
い
ｏ

昭
．

町
１
５

羽
．
．

成
い

入５４０（市社総）０３い

町
－

星美

）ｏＯ
．
　
早

い市山岡
０２

貢
・
・

也
１

）０３
●
　
●

い原井

　
崎・　

彦
）

　
　
ｏ
ｏ

市
３
０

敷
：

倉
Ｏ制

町
１
：

矢
．
２
０

　
岡

　
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
．

の
解
明
の
手
が
か
り
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
と
し
て
、
農
村
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

鳩）５５０（島寄

）
ｏ
ｏい鳥児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

）
）
）
　
）
勘
馴
）
　
　
　
臓

　
島
）
島
島
）
　
島
水
水
島
　
　
　
　
　
道

　
水
島
水
水
島
　
水
一
一
水
　
　
　
　
　
片

　
一
水
一
一
水
）
一
山
敷
一
　
　
　
　
　
の

　
杜
一
杜
杜
一
島
杜
岡
倉
敷
）
　
　
　
で

　
総
杜
総
総
杜
水
総
一
一
倉
島
）
　
　
　
ま

　
一
総
一
一
総
一
一
町
町
一
水
島
）
　
　
畑

　
梁
一
梁
梁
一
杜
町
陽
掛
町
一
水
島
）
る

　
高
梁
高
高
梁
総
和
山
矢
掛
島
一
水
島
　
よ

　
一
高
一
二
局
一
昭
一
一
矢
寄
口
一
水
　
に

　
町
一
屋
郷
一
井
一
町
町
一
一
ノ
島
一
　
ス

　
合
関
吹
本
頭
土
野
田
星
原
岡
田
児
杜
　
“

　
落
川
（
（
地
下
推
英
美
井
笠
（
（
総
　
ク

　
（
（
　
　
　
　
　
　
（
（
（
（
〆
＼
（
（
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
１
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
　
マ

各
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

刈
房
漢
多
多
頭
脚
陽
田
星
原
島
島
島
杜
　
は
と

バ
北
有
哲
哲
地
加
賀
英
美
井
寄
児
児
総
　
内
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
）
の

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
照

ク
Ｌ
２
．
３
．
４
．
５
・
６
・
７
・
８
・
９
・
ｎ
几
皿
ｎ
比
同
（
参

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
の
表

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
図
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
地
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咄

兼
業
従
事
者
（
潜
在
的
過
剰
人
口
）
が
大
き
た
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と

を
厳
密
に
確
認
す
る
資
料
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー

一
二
一
　
（
九
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ト
で
操
業
し
て
い
る
各
企
業
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下
請
企
業
で
あ
る
）
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
状
況
（
第
１
０
表
）
に
よ
り
、
そ
．
の
概
略
を
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
た
と
え
ぼ
、
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
の
元
請
企
業
で
あ
る

大
阪
富
士
工
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
従
業
員
（
八
七
八
名
）
の
う
ち
、

四
三
五
名
（
四
九
．
五
％
）
が
農
村
地
帯
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
通
勤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
従
事
者
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
第

－
図
参
照
）
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
の
集
積
基
盤
と
な
っ
て
い
る
県

下
農
村
の
兼
業
従
事
者
（
潜
在
的
過
剰
人
口
）
は
、
六
〇
年
代
目
本
資
本

主
義
の
「
高
度
成
長
」
期
か
ら
七
〇
年
代
に
か
げ
て
、
ど
の
よ
う
な
観

模
．
彩
態
で
創
出
さ
れ
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
形
成
は
、
こ
の

潜
在
的
過
剰
人
口
の
「
吸
引
」
に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぽ
し
た
か
、
そ

の
結
果
、
在
来
の
農
村
労
働
市
場
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
げ
た
で
あ

ろ
う
か
。

　
（
１
）
す
で
に
、
川
崎
製
鉄
千
葉
製
鉄
所
に
つ
い
て
、
杜
外
工
労
働
者
の
集

　
　
　
積
基
盤
と
し
て
農
村
兼
業
従
事
者
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
戸
木

　
　
　
田
嘉
久
、
前
掲
書
、
二
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
）
。

　
（
２
）
大
阪
富
士
工
業
の
マ
ィ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
範
囲
は
、
す
で
に
岡
山
県

　
　
　
北
部
の
中
国
縦
貫
自
動
車
道
沿
線
の
真
庭
郡
落
合
町
に
ま
で
達
し
て
お

　
　
　
り
、
片
道
所
要
時
問
は
二
時
間
半
に
も
及
ん
で
い
る
（
第
－
図
）
。
た
お
、

　
　
　
参
考
ま
で
に
、
成
羽
町
か
ら
水
島
へ
通
う
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
九
〇
四
）

の
一
例
を
示
そ
う
。
朝
五
時
一
五
分
・
成
羽
町
発
、
六
時
三
〇
分
・
水

島
着
（
昼
勤
杜
外
工
の
通
勤
用
）
。
　
七
時
一
〇
分
・
水
島
発
、
八
時
三

〇
分
．
成
羽
町
着
（
夜
勤
杜
外
工
の
帰
宅
用
）
。
夕
方
五
時
○
分
・
成

羽
町
発
、
六
時
三
〇
分
・
水
島
着
（
夜
勤
杜
外
工
の
通
勤
用
）
。
　
六
時

四
〇
分
・
水
島
発
、
八
時
○
分
・
成
羽
町
着
（
昼
勤
杜
外
工
の
帰
宅
用
）
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
例
の
杜
外
工
は
、
一
旦
一
交
替
勤
務
に
つ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
三
交
替
制
深
夜
勤
務
の
杜
外
工
を
運
ぶ
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
成
羽
町
を
午
後
一
〇
時
頃
出
発
し
て
い
る
。

　
　
三
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
形
成
に
よ
る
兼
業

　
　
　
従
事
者
の
「
吸
引
」
と
農
村
労
働
市
場
の
動
向

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
と
し
て
、
農
村
の
潜
在

的
過
剰
人
口
（
兼
業
従
事
者
）
を
間
題
に
す
る
際
、
　
「
地
域
開
発
」
１
１
水

島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
彫
成
は
、
潜
在
的
過
剰
人
口
顕
在
化
の
た
め
の

「
排
水
渠
」
の
機
能
を
果
た
す
が
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
進
出
の
み
で
は

相
対
的
過
剰
人
口
そ
の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設

に
と
も
な
う
新
た
な
労
働
市
場
の
形
成
が
、
農
村
兼
業
従
事
者
を
ど
の

よ
う
に
集
中
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
　
「
高
度
経
済
成
長
」
過

程
を
通
し
て
急
増
を
示
し
た
兼
業
従
事
者
の
内
容
・
性
格
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。



　
ｏ
ｏ
　
岡
山
県
内
農
村
に
お
げ
る
兼
業
従
事
者
の
増
大

　
¢
周
知
の
ご
と
く
、
目
本
資
本
主
義
の
「
高
度
成
長
」
期
の
な
か
で
、

一
方
で
は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
基
盤
に
檎
築
さ
れ
た
新
鋭
重
化
学
工
業

部
門
の
独
占
資
本
を
中
心
に
資
本
の
強
蓄
積
が
な
さ
れ
た
の
に
。
対
し
、

他
方
で
、
軽
工
業
を
中
心
と
す
る
在
来
産
業
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
の
対
象

と
さ
れ
、
前
者
と
の
格
差
が
激
化
し
た
。
さ
ら
に
、
工
業
・
農
業
問
格

差
は
、
生
産
・
所
得
両
面
に
お
い
て
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
加
え
て
、

対
米
従
属
の
農
業
政
策
に
規
定
さ
れ
た
農
工
問
の
不
等
価
交
換
は
、
農

業
の
激
し
い
地
盤
沈
下
を
促
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
農
家
労
働
力
の
農

業
外
へ
の
排
出
と
工
業
に
お
げ
る
吸
引
と
い
う
形
で
、
　
「
高
度
成
長
」

期
の
低
賃
金
基
盤
の
主
要
な
部
分
を
農
村
・
農
家
が
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
政
策
的
裏
打
ち
と
し
て
、
一
九
六
一
年
に
は
じ
め
ら
れ
た

「
基
本
法
農
政
」
は
、
目
本
資
本
主
義
の
低
位
生
産
部
門
で
あ
る
農
業

を
、
　
「
自
立
農
家
」
を
中
心
に
高
位
生
産
農
業
に
切
換
え
て
、
安
い
国

内
農
産
物
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
る
零
細

貧
農
を
農
業
部
門
よ
り
放
逐
し
、
急
速
な
農
民
層
分
解
を
人
為
的
に
押

し
進
め
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
本
格
化
さ
れ
た
開
放
経
済
体
制
と
そ
の
も
と

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

で
の
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
は
、
低
賃
金
基
盤
の
整
備
強
化
を
独
占
資
本
に
た

い
し
て
迫
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
六
五
年
以
降
顕
著
に
な
っ
た
若
年
労

働
力
を
中
心
と
す
る
「
労
働
力
不
足
」
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
　
「
積

極
的
労
働
力
政
策
」
お
よ
び
こ
れ
と
結
合
し
た
農
業
政
策
１
１
「
総
合
農

政
」
の
提
起
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
一
九
六
〇
年
～
七
〇
年
を
起
点
と
す
る
「
総
合
農
政
」
は
、
米
の
生

産
調
整
、
生
産
者
米
価
の
す
え
お
き
、
消
費
者
米
価
の
物
価
統
制
令
適

用
除
外
な
ど
に
よ
っ
て
食
管
制
度
を
改
廃
し
、
農
産
物
価
格
の
「
国
際

価
格
」
水
準
へ
の
接
近
を
意
図
し
た
農
家
の
装
置
化
・
シ
ス
テ
ム
化
に

よ
る
「
高
生
産
性
農
業
」
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
　
「
総
合
農
政
」

は
農
民
的
小
土
地
所
有
と
小
経
営
と
に
矛
盾
す
る
な
か
で
、
農
村
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
潜
在
的
過
剰
化
の
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
潜
在
的
過
剰
人
口
と
り
わ
げ
雇
用
兼
業
従
事
者
の
増
大
。

　
○
○
水
島
地
区
へ
の
主
要
企
業
の
立
地
が
決
定
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
六

〇
年
当
時
、
岡
山
県
の
階
級
構
成
の
な
か
で
、
農
林
業
従
事
の
自
営
業

者
（
家
族
従
事
者
を
含
む
）
は
労
働
力
人
口
の
四
一
・
七
％
を
し
め
、
全
国

平
均
を
一
〇
％
も
上
回
っ
て
お
り
、
岡
山
県
は
「
農
業
県
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

性
格
を
色
濃
く
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
　
「
高
度
経
済
成
長
」
期

を
経
過
す
る
な
か
で
農
村
は
急
激
な
変
貌
を
遂
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
九
〇
五
）



移推の数家農ｕ易業兼専表ｕ第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

家農業兼

種２第種－第数総

家農業専数総家農

　
）
　
３

　
２
．戸
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千
７
８

　
８

　
１
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２
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３
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３
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２
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５
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５
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１
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４
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６
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ノ
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）
　
）

　
１
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Ｏ
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戸
払
肌
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４
（
９
（
７
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０
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一
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０
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２
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↓

　
）
　
）
　
）
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９
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５
・
７
．
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８

戸
（
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（
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千
６
３
４
７
２
６
３
９

　
８
　
　
ｏ
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リ
　
４
　
　
３

　
３
　
４
　
４
　
４

％５

２
・

５
皿△

５
泌△

６

６
一

３

％５

２
一

１

８ゴ
０

２
一

△

３

２
一

１

　
）
　
）
　
）
　
）

　
７
‘
　
一
ｂ
　
　
［
ｏ
　
４

　
３
．
０
．
４
一
２
．

戸
３
２
１
１

干
０
（
９
（
０
（
４
（

　
（
０
　
　
１
↓
　
一
」
Ｕ
　
　
１
ｌ
一

　
ｑ
Ｕ
　
１
・
一
　
７
‘
　
（
０

　
１
■
　
　
１
↓

％
ｑ
ｕ
　
０

帆
孤

△
△

１
岨△

７
鰍△

　
）
　
）

　
（
Ｕ
　
　
０

　
０
・
０
・

　
０
　
　
（
Ｕ

戸
１
１

千
３
（
６
（
．

　
８
２
４
６

　
己
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０
一

０１（６７１５

）０

０
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０１（３５９４

％
１
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Ｏ
ｏ
　
つ
リ
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．
４
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１
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～
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３

～
６
０

１
９
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府
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）
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Ｆ
Ｏ
　
　
Ｏ
）

肌
岨

五
凧

　
”
メ

　
５
０
６
９
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７
一
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８
）

３
・

ｏ
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．
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９
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０
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０
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９
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０
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２

　
Ｆ
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３
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２
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・
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△
△
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戸
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一
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・
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）
　
）
　
）
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ｏ
ｏ
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ｏ
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５
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・

　
ｏ
０
　
　
１
↓
　
１
１
一
　
１
↓
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０
（
１
（
８
（
０
（

　
３
　
７
　
４
　
８

　
７
１
　
（
Ｕ
　
４
　
　
Ｆ
０

　
１
↓
　
（
６
　
　
０
Ｊ
　
Ｆ
〇

　
一
〇
一
〇
０
　
　
１
■
　
１
↓

％

０
　
　
ｎ
６
　
　
０
）

８
一
９
．
９
．

４
　
　
ｏ
０
　
１
↓

△
△
△

　
）
　
）
　
）
　
）

　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０

　
０
．
〇
一
〇
・
０
・

　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０

戸
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｑ

　
ｏ
ｏ
　
７
　
　
１
　
　
０

　
Ｑ
ｏ
　
３
　
８
　
　
９

　
一
Ｌ
０
　
　
７
‘
　
（
Ｕ
　
　
０

　
２
，
１
，
４
・
～

　
７
‘
　
（
〇
　
　
一
Ｌ
Ｕ
　
　
４

　
１
１
一
　
１
■
　
　
１
１
・
　
１
■

％

３
　
７
１
　
２

６
一
４
・
５
・

△
△
△

８７１８
仏△３

ｈ△

年

０６９１

５６９１

０７９１

３７９１

６
５

～
６
０

１
９

７
０

～
６
５

７
３

～
７
０

７
３

～
６
０

１
９

岡
　
　
　
山

県

○

出算りよ』告報果結査調業農『省林農ふ呂年
７
３

１
９○

出算りよ』スサンセ業林農界世『年各省林農）所出（

　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
九
〇
六
）

．
は
じ
め
に
、
農
家
構
成
の
動
向
を
追
う
こ
と
に
す
れ
ぼ

（
第
ｕ
表
）
、
六
〇
年
か
ら
七
三
年
ま
で
に
、
専
業
農
家
の
激

減
（
約
七
五
％
の
減
少
）
に
対
す
る
兼
業
農
家
、
特
に
第
二
種

兼
業
農
家
の
激
増
（
約
一
二
勇
の
増
加
）
が
進
行
し
、
総
じ

て
、
約
一
五
％
の
農
家
総
数
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

過
程
は
、
わ
が
国
農
民
経
済
解
体
の
急
速
な
進
行
を
示
し
て

お
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
「
基
本
法
農
政
」
か
ら
「
総
合
農
政
」

へ
の
展
開
の
も
と
で
、
ご
く
少
数
の
上
層
農
の
形
成
の
対
極

で
、
大
多
数
の
農
家
に
つ
い
て
農
民
と
し
て
の
自
立
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

破
壊
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
ｃ
っ
次
に
、
兼
業
化
の
激
増
の
背
景
と
な
っ
た
岡
山
県
農
家

経
済
の
要
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
い
ま
、
一
時
問
当
り
の
農
業
所
得
水
準
を
他
産
業
男
子
労

務
者
（
一
〇
人
以
上
規
模
平
均
）
の
時
間
当
り
賃
金
と
単
純
に
比

較
す
れ
ば
（
第
１
２
表
）
、
二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
で

も
後
者
の
七
〇
％
強
に
す
ぎ
ず
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

の
農
家
に
な
る
と
わ
ず
か
四
〇
％
台
で
あ
る
。
ま
た
、
一
〇

人
～
二
九
人
規
模
の
零
細
企
業
に
従
事
す
る
男
子
労
務
者
の

賃
金
に
対
し
て
は
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
で
六



恰
則

塒
剛

得
（

所業農るすいたに金賃業産他表
１
２第

１
）

金賃者務労子男業産全
■

対
　
人

　
９

一
９
９

０
０

Ｆ

　
人

　
９

～
２
９

０
０

ド

　
人

～
２
９

人
１
０

場
以人

１
０
平

％

４

５
・

４

１Ｌ４

５

５
．

５

２Ｌ５

８

８
・

６

３Ｌ７

％

５

０
．

５

８

５
・

４

９Ｌ６

０

７
一

５

６

６
，

７

４

９
．

７

％

１

６
一

５

９
０
・５

７

８
・

６

３

３
・

６

ーユ８

２

８
．

８

％

５

５
．

４
９
］

Ｌ４

７

５
．

５

３Ｌ５

９

８
・

６

５

１
・

７

満
ぬ

未
“

肋
ｋ

〇
一
〇
・

ａｈＯＬ
～

５

０
・

ａｈ５

１
・

～
０

１
・

ａｈ０

２
一

～
５

１
・

上以肱
０

２
・

２
９
７
年
経
営
規
模
別

１

産
７
２
　
　
農
い

水
１
９
　
　
　
÷
た

林
（
　
　
　
得
に

農
胤
　
　
所
金

目
ド
ー
　
　
業
賃

蝶
　
農
り

岡
賢
　
　
間
当

，
Ｄ
　
　
年
間

年
馳
　
　
（
時

８
ー
ノ
　
　
　
目
守
１

４
山
　
　
　
、
イ

一
岡
　
　
所
の

年
『
　
　
業
れ

４
７
課
　
　
農
ぞ

和
政
　
　
。
り
れ

昭
労
　
　
く
当
そ

『
県
。
除
間
，
。

局
山
出
は
時
の
す

政
岡
算
業
１
）
示

農
　
り
産
，
間
を

国
山
よ
水
は
時
率

四
報
）
林
字
働
比

国
年
版
農
数
労
る

中
計
度
　
　
業
す

　
統
年
１
）
２
）

所
　
　
注

咄

○
％
～
八
○
％
台
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
は
五
〇
％
台
に

と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
民
の
経
済
的
地
位
は
、
農
業
所
得

を
基
準
と
す
る
か
ぎ
り
、
零
細
企
業
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
も
下
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
な
か
で
も
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
の
最
下
層
農
の
場
合
は
、
零
細
企
業
労
働
者
の
五
〇
％
程
度

の
所
得
し
か
あ
げ
え
な
い
。
そ
の
結
果
、
農
業
所
得
に
よ
る
家
計

費
充
足
率
は
（
第
１
３
表
）
、
七
一
年
ま
で
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て

　
（
４
）

お
り
、
七
二
年
で
は
一
・
○
～
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
に
お
い

　
　
　
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

）円
ｏ
０
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ぬ
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つ
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〇
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〇
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１
一

～
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０
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～
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２
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２
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７
２
年
経
営
規
模
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６
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６
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２
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２

０
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１
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８

６
・
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２

９
．

１４１

１

６
・

２５

８

４
・

２４

９Ｌ

一
」
Ｊ

３

備
北
作

両
傭
美

農
業
地
域
別

釦

作
北

り
県

よ
は

）
域

版
地

度
作

年
美

７
２
　
，

１
９
部

（
西

椥
北

年
鴻

瓢艦糀

目
ド
り

雌
た

岡
功

『
－
　
｛蝸

鯛

農
県

国
山

四
岡

国
む

中
含
　
も

ふ
区

査
地

調
島

済
水

経
，

家
は

農
と
。

『
域
る

省
地
た

林
備
あ

は
両
に惚

一
二
五
　
（
九
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
二
六
　
（
九
〇
八
）

化変のそびよお

比成構者事従業兼

）３（／）９（）３（／）８（３／７３／６３／５３ｙは

業
者

繋

自
従

）９（

者事従業

喝雇目
■

夫人けぎせか出
旧

的
働

常
労

恒
賃

７
‘
　
０

３
６

３
７

１
↓
　
Ｏ
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１
７

１
３

７
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内
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府
山
農
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都
岡

増
　
　
減

舳
～
３
年
坦

１
■
　
　
　
７
‘
　
（

率

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

一
二
七
　
（
九
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

て
よ
う
や
く
五
〇
％
台
に
達
す
る
。
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
層
で

は
農
外
所
得
の
み
で
家
計
費
を
ま
か
な
え
る
は
ど
農
外
労
働
へ
の
依
存

度
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
＠
ゆ
農
業
所
得
の
こ
の
よ
う
た
低
位
性
の
ゆ
え
に
、
そ
の
生
活
と
経
営

を
維
持
す
る
た
め
、
世
帯
員
の
大
半
が
農
外
労
働
へ
就
労
せ
ざ
る
を
え

た
い
。
そ
こ
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
げ
て
急
増
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

し
た
岡
山
県
に
お
げ
る
兼
業
従
事
者
の
検
討
に
入
り
た
い
。
第
１
４
表
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
兼
業
従
事
者
の
増
大
は
、
自
営
兼
業
従

事
者
の
減
少
に
た
い
す
る
蔭
彫
兼
業
従
事
者
の
急
増
と
い
う
彩
態
で
進

行
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
分
析
の
中
心
は
雇
用
兼
業
従
事
者
に
。

お
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
第
一
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
雇
用
兼
業
従
事
者
の
内
都
構
成
の
推
移

の
問
題
で
あ
る
。
一
般
に
、
農
村
労
働
力
が
労
働
市
場
に
。
包
摂
さ
れ
る

過
程
は
、
自
営
兼
業
農
家
の
崩
壌
を
起
点
に
し
、
　
「
出
稼
ぎ
」
を
過
渡

的
彬
態
と
し
て
、
「
出
稼
ぎ
」
の
減
少
が
「
人
夫
．
旦
展
い
」
労
働
の

増
加
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
村
周
辺
地

域
に
、
お
げ
る
新
た
た
労
働
市
場
の
彬
成
は
、
何
よ
り
も
、
こ
の
「
人
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

・
旦
展
い
」
労
働
市
場
の
拡
大
と
し
て
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
　
「
人
夫

一
旦
展
い
」
彩
態
の
雇
用
兼
業
は
次
第
に
常
雇
化
し
、
「
恒
常
的
勤
務
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
九
一
〇
）

形
態
が
「
人
夫
・
旦
雇
い
」
形
態
を
陵
駕
す
る
に
い
た
る
。

　
第
１
４
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
岡
山
県
の
農
村
労
働
力
も
、
こ

の
過
程
を
た
ど
っ
て
労
働
市
場
へ
の
包
摂
の
度
合
を
強
め
て
き
た
。
こ

れ
は
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
に
と
も
た
う
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働

市
場
の
形
成
と
密
接
た
関
連
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
後
述
す

る
。　

第
二
に
、
兼
業
雅
態
の
こ
の
よ
う
た
推
移
は
、
農
業
構
造
面
に
も
当

然
反
映
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
。
そ
こ
で
、
兼
業
化
に
よ
る
労
働
力
流
出

が
ひ
き
お
こ
し
た
農
業
構
造
面
に
お
げ
る
変
化
に
っ
い
て
、
必
要
た
か

ぎ
り
検
討
を
加
え
て
お
く
。

　
事
態
を
具
体
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
岡
山
県
中
．
西
部
に
位
置
す
る

加
茂
川
町
・
賀
陽
町
・
成
羽
町
・
川
上
町
の
四
町
を
例
に
と
ろ
う
。

　
ま
ず
、
四
町
の
農
業
生
産
を
「
農
産
物
販
売
金
額
一
位
の
作
目
の
推

移
」
（
第
１
５
表
）
の
面
か
ら
見
る
た
ら
ぱ
、
　
一
九
六
五
年
、
七
〇
年
を

問
わ
ず
「
水
稲
」
が
ほ
ぼ
過
半
数
を
占
め
、
そ
の
割
合
も
増
大
を
示
し

て
い
る
反
面
、
　
「
た
ぱ
こ
」
を
主
体
と
す
る
工
芸
作
物
は
相
当
た
滅
少

を
示
し
て
い
る
。
　
「
た
ば
こ
」
は
、
も
と
も
と
労
働
多
投
を
要
す
る
作

物
で
あ
り
、
兼
業
化
の
進
展
に
よ
る
「
労
働
力
不
足
」
を
理
由
に
、

　
「
仁
ぱ
こ
」
の
作
付
げ
を
朴
止
す
る
農
家
が
増
加
し
た
も
の
と
み
ら
れ
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茂
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１
５

第）所出（

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

る
。
っ
ま
り
、
従
来
の
「
水
稲
プ
ラ
ス
た
ば
こ
」
の
複
合
経
営
が
減
少

し
、
か
わ
っ
て
「
水
稲
」
単
一
経
営
農
家
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

「
水
稲
」
の
場
合
は
、
　
「
た
ぼ
こ
」
に
比
べ
、
　
一
定
程
度
の
機
械
化
を

物
的
基
礎
に
し
て
、
兼
業
従
事
の
か
た
わ
ら
農
作
業
も
可
能
で
あ
る
た

め
に
増
大
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
「
耕
起
」
「
代
か

き
」
「
田
植
」
「
稲
刈
」
淀
ど
の
農
繁
期
に
は
、
農
作
業
の
一
部
を
請
負

い
に
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
兼
業
の
拡
大
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
（
第
１
６
表
）
。

　
さ
ら
に
ー
、
兼
業
化
に
よ
る
農
家
労
働
力
の
減
少
・
質
的
低
下
は
、
耕

－
地
規
模
を
自
壕
飯
米
生
産
に
必
要
た
隈
度
に
ま
で
縮
小
さ
せ
た
り
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

わ
ゆ
る
「
荒
し
づ
く
り
」
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
農
業
の
破
壊
は
一
層

進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
資
本
は
、
こ
う
し
た
地
域
的
た
農
業
の
破
壊

を
進
め
つ
つ
、
農
業
余
剰
労
働
力
を
つ
く
り
だ
し
て
、
こ
れ
を
制
度
的

に
利
用
し
つ
く
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
第
三
に
、
一
九
七
〇
年
の
岡
山
県
に
お
げ
る
雇
用
兼
業
従

事
者
の
経
営
規
模
別
内
訳
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
○
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
の
農
家
世
帯
員
が
三
二
％
強
を
占
め
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

層
ま
で
含
め
る
と
、
過
半
数
を
こ
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
層
の
農

家
所
得
に
占
め
る
農
業
所
得
の
割
合
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
（
第
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
九
一
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

表
参
照
）
。

　
以
上
の
諸
点
を
要
約
す
れ
ぱ
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
げ
て
、

自
営
兼
業
従
事
者
が
激
減
す
る
反
面
で
雇
用
兼
業
従
事
者
が
顕
著
に
増

大
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
兼
業
種
類
別
に
見
る
と
、
　
「
出
稼
ぎ
」
彩
態

か
ら
「
人
夫
・
旦
雇
い
」
形
態
へ
、
さ
ら
に
七
〇
年
代
に
入
る
と
「
恒

常
的
勤
務
」
彩
態
へ
と
推
移
し
て
き
た
。
一
九
七
三
年
の
「
垣
常
的
勤

務
」
彩
態
の
兼
業
従
事
者
は
、
総
数
の
六
五
％
に
達
し
、
明
ら
か
に
雇

用
兼
業
従
事
者
は
常
雇
化
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
常
雇
的
な
兼
業
に
従
事
し
て
も
土
地
は
手
放
さ
ず
、
労
働
多
投
型
の

「
た
ぱ
こ
」
な
ど
の
工
芸
作
物
か
ら
「
水
稲
」
単
一
経
営
へ
転
換
す
る

な
ど
農
業
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
一
方
、
農
作
業
の
一
都
を
請
負
い

に
だ
す
農
家
も
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
過
半
数
以
上
の

農
家
の
経
営
規
模
は
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
あ
り
、
農
業
所
得

に
ょ
る
家
計
費
充
足
率
な
ど
を
も
勘
案
す
れ
ぱ
、
雇
用
兼
業
従
事
者
の

過
半
数
は
も
は
や
農
民
と
し
て
の
実
質
を
も
ち
え
ぬ
ほ
ど
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
化
の
度
合
を
強
め
つ
つ
あ
る
農
村
住
民
１
１
「
土
地
持
ち
労
働
者
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
兼
業
従
事
者
の
検
討
の
最
後
に
ふ
れ
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
た
か
に
占
め
る
女
子
の
割
合
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
点
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
九
一
二
）

る
（
第
１
４
表
）
。
一
九
六
〇
年
当
時
、
二
三
・
六
％
で
あ
っ
た
の
が
、
六

五
年
、
三
一
・
二
％
に
た
り
、
七
三
年
に
は
三
八
・
九
％
に
も
達
す
る
。

兼
業
種
類
別
内
訳
で
は
、
年
を
追
っ
て
「
恒
常
的
勤
務
」
形
態
が
増
加

　
　
　
（
１
０
）

し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
食
料
品
・
繊
維
・
金
属
機
械
部
門
た
ど
の

小
零
細
企
業
の
農
村
地
域
へ
の
進
出
と
密
接
た
関
連
が
あ
る
も
の
と
推

測
し
う
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
。

　
　
（
！
）
上
原
信
博
、
前
掲
論
文
、
六
五
～
六
六
べ
ー
ジ
、
お
よ
び
三
好
正
巳

　
　
　
　
「
労
働
力
政
策
の
現
段
階
」
（
『
経
済
』
、
一
九
七
二
年
七
月
号
所
収
）
。

　
　
（
２
）
　
一
九
六
〇
年
の
岡
山
県
お
よ
び
全
国
に
お
げ
る
農
林
業
従
事
自
営
業

　
　
　
者
（
家
族
従
事
者
を
含
む
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
四
六
、
五
〇
七
人
、

　
　
　
　
二
一
－
　
ニ
ハ
ニ
千
人
、
ま
た
、
労
働
力
人
口
は
、
八
四
一
、
四
〇
七
人
、

　
　
　
四
四
、
○
〇
九
千
人
で
あ
る
（
『
昭
和
三
五
年
、
国
勢
調
査
報
告
』
よ

　
　
　
り
算
出
）
。

　
　
（
３
）
兼
業
化
の
態
様
を
経
営
規
模
と
の
関
連
で
み
れ
ば
（
岡
山
県
）
、
六
〇

　
　
　
年
か
ら
七
〇
年
に
か
げ
て
、
○
・
五
～
一
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
農

　
　
　
家
総
数
の
減
少
（
八
ボ
三
％
）
は
、
最
下
層
（
○
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
未

　
　
　
満
）
の
農
家
総
数
の
減
少
（
一
・
○
劣
）
よ
り
も
激
し
い
。
こ
れ
は
、

　
　
　
最
近
の
農
民
層
分
解
の
進
行
が
、
最
下
層
農
家
に
お
い
て
は
そ
の
速
度

　
　
　
を
落
と
し
、
滞
留
化
が
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
農
林

　
　
　
省
二
九
七
〇
年
、
世
界
農
林
業
セ
ソ
サ
ス
』
よ
り
算
出
）
。

　
　
（
４
）
　
一
九
六
九
年
よ
り
七
一
年
ま
で
生
産
老
米
価
が
据
置
か
れ
た
こ
と
も

　
　
　
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

　
　
（
５
）
岡
山
県
の
兼
業
従
事
者
の
農
家
世
帯
員
総
数
に
占
め
る
比
率
は
、
六



　
　
○
年
代
後
半
に
な
る
と
「
都
府
県
」
全
体
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
し
か
も
、
六
〇
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
の
兼
業
従
事
者
の
伸
び
率
は
、

　
　
「
都
府
県
」
全
体
の
三
八
・
二
％
に
対
し
、
岡
山
県
の
そ
れ
は
五
二
・

　
　
四
％
に
上
っ
て
い
る
。

（
６
）
　
三
好
正
巳
「
『
地
域
開
発
』
と
労
働
市
場
－
地
方
労
働
市
場
論
序

　
　
説
　
　
」
（
河
野
健
二
編
『
産
業
構
造
と
杜
会
変
動
』
第
二
巻
、
日
本

　
　
評
論
杜
、
一
九
七
五
年
、
所
収
）
二
一
八
べ
ー
ジ
。

（
７
）
　
た
と
え
ば
、
成
羽
町
に
お
い
て
、
調
査
前
一
年
問
全
く
作
付
け
し
な

　
　
か
っ
た
田
は
、
一
九
六
五
年
当
時
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
七
〇

　
　
年
に
は
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
加
し
て
い
る
。

（
８
）
　
一
九
七
〇
年
、
岡
山
県
内
の
雇
用
兼
業
従
事
者
総
数
四
三
、
九
九
八

　
　
名
の
う
ち
、
○
．
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
が
一
四
、
一
一
一
名
（
三
二

　
　
．
一
％
）
、
○
．
三
～
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
九
、
三
四
〇
名
（
二
一

　
　
．
二
劣
）
で
あ
る
（
農
林
省
『
一
九
七
〇
年
、
世
界
農
林
業
セ
ソ
サ

　
　
ス
』
よ
り
算
出
）
。

（
９
）
雇
用
兼
業
従
事
者
の
な
か
に
は
、
現
在
で
も
兼
業
労
働
に
よ
る
所
得

　
　
（
農
外
所
得
）
に
よ
っ
て
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
者

　
　
も
存
在
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
農
産
物
価
格
保
障
や
長
期
低
利
の
農
業

　
　
金
融
の
拡
充
、
農
用
資
材
の
独
占
価
格
の
引
下
げ
た
ど
の
条
件
が
整
備

　
　
さ
れ
る
た
ら
ば
、
農
業
専
業
化
を
希
望
す
る
層
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し

　
　
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
雇
用
兼
業
従
事
者
す
べ
て
を
「
土
地
持
ち
労

　
働
者
」
と
し
て
一
括
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
な
お
、
「
土
地
持
ち
労
働
者
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
の

　
論
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
伊
藤
喜
雄
「
中
農
の
消
減
と
あ
た
ら
し
い
上

　
層
農
」
（
『
農
業
協
同
組
合
』
、
一
九
七
三
年
三
月
号
所
収
）
、
井
野
隆
一

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
老
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

（
１
０
）

「
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
農
民
層
分
解
」
（
同
、
七
三
年
六
月
号
所

収
）
、
梶
井
功
「
〈
変
動
過
程
Ｖ
の
事
実
認
識
を
共
通
に
」
（
同
、
七
三
年

一
二
月
号
所
収
）
。

　
岡
山
県
の
女
子
兼
業
従
事
者
の
う
ち
「
恒
常
的
勤
務
」
形
態
の
占
め

る
割
合
は
、
七
〇
年
に
は
五
五
・
五
劣
で
あ
っ
た
が
、
七
三
年
に
は
六

四
．
九
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
な
お
、
六
〇
年
、
六
五
年
の
『
世
界
農

林
業
セ
ソ
サ
ス
』
で
は
女
子
兼
業
従
事
者
の
兼
業
種
類
別
内
訳
は
集
計

さ
れ
て
い
な
い
。

の
　
潜
在
的
過
剰
人
口
（
兼
業
従
事
者
）
の
「
排
水
渠
」

　
１
－
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
と
農
村
労
働
市
場

　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
に
と
も
な
う
新
た
な
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労

働
市
場
の
形
成
は
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
兼
業
従
事
者
（
潜
在
的

過
剰
人
口
）
の
「
排
水
渠
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の

過
程
は
、
在
来
の
農
村
労
働
市
場
（
特
に
、
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
）
と
衝

突
し
、
後
者
に
一
定
の
変
化
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
。
コ
ソ
ビ

ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金
を
挽
定
す
る
基
底
的
要
因
と
し
て
の

兼
業
労
働
の
存
在
構
造
は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
（
こ
の
場
合
、
杜

外
工
労
働
市
場
）
と
農
村
労
働
市
場
と
の
対
抗
関
係
の
解
明
を
基
礎
に
お

く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
確
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
¢
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
形
成
に
と
も
な
う
雇
用
兼
業
従
事
者

二
二
一
　
（
九
一
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

の
集
中
。

　
一
九
六
〇
年
か
ら
六
五
年
に
か
げ
て
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
は
建
設

期
に
あ
り
、
大
量
の
建
設
業
旦
雇
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
た
。
六
五

年
、
川
崎
製
鉄
の
操
業
開
始
を
最
後
に
主
要
企
業
は
い
ず
れ
も
操
業
段

階
に
移
行
し
て
お
り
、
旦
雇
労
働
力
よ
り
も
定
常
的
た
低
賃
金
労
働
力

（
１
１
作
業
請
負
を
主
と
す
る
杜
外
工
労
働
者
）
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
で
は
増
設
を
除
い
て
新
規
立
地
の
大
観

模
た
も
の
は
な
く
、
建
設
業
を
中
心
と
す
る
「
人
夫
・
旦
雇
い
」
は
減

少
に
む
か
い
、
か
わ
っ
て
作
業
講
負
工
を
主
体
と
す
る
「
恒
常
的
勤

務
」
彩
態
の
労
働
者
が
増
加
す
る
。

　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
こ
の
よ
う
な
彩
成
過
程
は
前
項
で
考
察
し
た

兼
業
従
事
者
の
内
部
構
成
の
推
移
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
げ
れ
ど

も
、
兼
業
従
事
者
内
部
構
成
の
変
化
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
　
「
都
府

県
」
全
体
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
（
策
１
４
表
）
、
水
島
コ
ソ
ビ

ナ
ー
ト
の
建
設
に
よ
る
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
彩
成
が
潜
在
的
過

剰
人
口
（
兼
業
従
事
者
）
の
「
排
水
渠
」
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
こ

と
を
統
計
上
の
推
移
だ
げ
か
ら
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

具
体
的
事
例
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
足
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
九
六
九
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
岡
山
県
賀
陽
町
に
よ
る
「
出
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
九
一
四
）

　
　
（
１
）

ぎ
調
査
」
に
よ
れ
ぱ
、
　
「
出
稼
ぎ
」
人
員
九
九
三
名
中
、
実
に
六
〇
六

名
（
六
一
・
○
％
）
が
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
で
就
労
し
て
い
た
。
そ
の
後

も
増
大
傾
向
に
あ
り
、
現
在
で
は
一
、
○
○
○
人
を
越
え
る
ほ
ど
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
三
年
度
に
お
い
て
、
加
茂
川
町
で
は
町
外
へ
の

通
勤
兼
業
従
事
者
約
一
、
二
〇
〇
名
中
三
九
〇
名
（
三
二
．
五
％
）
が
水

島
を
就
労
先
と
し
て
い
る
。
川
上
町
で
は
、
三
二
七
名
の
通
勤
兼
業
従

事
者
の
う
ち
六
九
名
（
二
一
・
一
％
）
が
、
さ
ら
に
成
羽
町
で
は
、
約
三

五
〇
名
中
一
二
八
名
（
…
ハ
・
六
％
）
が
そ
れ
ぞ
れ
水
島
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

へ
通
勤
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
ご
く
限
ら
れ
た
事
例
か
ら
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
六
〇
年

代
の
水
島
地
区
に
お
げ
る
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
に
よ
る

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
新
た
た
形
成
が
、
岡
山
県
農
村
部
の
兼
業

従
事
者
Ｈ
潜
在
的
過
剰
人
口
の
「
排
水
渠
」
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し

　
　
　
　
　
（
３
）

う
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
明
ら
か
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
通
勤
兼
業
従
事
者
の
ほ
と
ん

ど
が
、
さ
き
に
考
察
し
た
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
者
の
重
層
的
構
造

の
う
ち
、
元
請
段
階
の
み
た
ら
ず
二
次
、
三
次
下
請
段
階
の
杜
外
工
と

し
て
就
労
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
１
７
表
は
、
前
述
し
た
成
羽
、
川
上
、

加
茂
川
の
各
町
か
ら
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
ヘ
通
勤
し
て
い
る
兼
業
従
事



　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
心
二
）
く
梢
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榊
冨
）
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阜
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）
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齢
恕
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揮
蝿
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魍
．
刊
夏
長
阜
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神
繭
崇
翰
閣
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ふ
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旨
馬
掻
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阜
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」
く
鴉
鶯
馨
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唾
志
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Ｐ
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蝋
為
Ｑ
ゆ
○
〃
如
辮
ぐ
曝
Ｑ
無
璃
．
並
〕
一
烏
皇
Ｑ
蝋
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担
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Ｈ
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坦
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蝋
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ミ
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坦
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Ｈ
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告
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鯉
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ミ
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Ｈ

ミ
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１

寸
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ミ
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つ

ミ
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轟
勲
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Ｎ

Ｎ

ミ

ミ
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鼻
狙
咲
ヨ
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Ｎ

Ｎ

ミ

ミ

耕
Ｈ
霜
盧

山

寸

Ｈ

ミ

ミ

撚
Ｈ
最
笹

り

ｏ

ミ

ミ

辮
Ｈ
揃
■

卜

ト

ミ

ミ

撚
Ｈ
嘆
端
廿
目

◎
ｏ

◎
ｏ

ミ

ミ

辮
　
Ｈ
　
田

◎
ｏ

＠

Ｎ

ミ

ミ

辮
Ｈ
ミ
醍

胃

胃

ミ

ミ

騨
鞍
蜜
ギ

害

害

ミ

ミ

辮
Ｈ
瑚
匝

曽

害

岨

ミ

ミ

縦
駄
里
匝
無

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

ミ

ミ

崖
辮
Ｈ
＋
適

８

Ｈ

自
ｏ
〇
一

ミ

ミ

騨
慰
牢
壬

Ｎ
◎
○

◎
ｏ
Ｈ

寸
Ｈ

ミ

ミ

耕
Ｈ
ギ
員

島

ｏ
ｏ
寸

ｏ

紹
↑
気
Ｎ
嶺
鱗
蜜
＝

ミ

簿
騨
謡
無

卜

卜

ミ

ミ

心
！
ふ
、
て
長
緊

ｏ
ｏ
つ

卜

◎
ｏ
Ｈ

山

ミ

ミ

Ｈ
嶺
厘
臣

邊

寸
ｏ

Ｈ

ミ

ミ

轟
騨
嶺
ミ

お

◎
ｏ

Ｎ
○
つ

旨

龍
旧
嶺
惑
壇
ミ

砿
糖
撚
と

、
縦
Ｈ
＋
掴
墜
ギ

呼
　
辮

一
土
幸

糞
註
瞳

虐　
　
　
岬

耕
　
く

　
　
（
く
一
亀
済
）
（
旨
■
ミ
．
宣
ミ
担
員
、
旨
胃
掻
．
塾
甘
。
つ
ト
３
馬
王
戻
耕
÷
Ｑ
栴
璽
栄
翁
閣
Ｑ
４
ム
ー
木
勺
＼
〔
畦
く

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
九
一
五
）

蝋
ミ
挑

■
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二
一
一
四
　
（
九
ニ
ハ
）

者
の
就
労
先
企
業
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ぱ
、
水
　
　
（
潜
在
的
過
剰
人
口
）
の
「
排
水
渠
」
と
↓
て
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
ヘ
の
通
勤
兼
業
従
事
者
（
計
五
八
七
名
）
の
う
ち
、
八
　
　
既
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
在
来
の
農
村
労
働
市
場

－
名
を
除
く
全
員
が
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
下
請
企
業
（
「
協
力
会
杜
」
）
へ
、
す
た
　
　
の
う
ち
、
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
の
部
分
的
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
も
の

わ
ち
杜
外
工
と
し
て
就
労
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
、
川
崎
製
　
　
の
、
農
家
女
子
労
働
力
を
主
要
な
基
盤
と
す
る
農
村
工
業
労
働
市
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

鉄
水
島
製
鉄
所
傘
下
の
「
協
力
会
杜
」
へ
の
就
労
者
が
圧
倒
的
に
多
い
　
　
は
大
き
な
変
化
を
及
ぽ
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
こ
の
点
の

　
以
上
の
事
実
は
、
さ
き
に
１
指
摘
し
た
よ
う
に
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
　
　
検
討
に
入
る
！

ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
と
し
て
県
内
農
村
の
兼
業
労
働
力
が
大
　
　
　
○
○
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
発
展
が
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る

半
を
占
め
て
い
る
と
い
う
実
態
を
農
村
の
側
か
ら
確
認
す
る
こ
と
に
な
　
　
目
本
に
お
い
て
は
、
農
業
労
働
市
場
の
十
全
な
確
立
は
あ
り
え
ず
、
そ

（
５
）

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
主
と
し
て
、
季
節
的
な
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
と
し
て
存
在
し
て

　
　
農
村
労
働
市
場
の
動
向
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
の
形
成
が
、
こ
の
農
業
臨
時
雇
労
働

　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
が
、
岡
山
県
農
村
の
兼
業
従
事
者
　
　
市
場
に
い
か
な
る
変
容
を
ひ
き
お
こ
し
た
か
に
つ
い
て
全
面
的
に
論
じ
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鵬
茸
鴫
一
恥
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奇
曹
欝
卑
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片
Ｇ
寺
毘
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暗
一
お
震
舟
ｅ
困
酋
洞
【
ｏ
つ
べ
頁
一
糠
単
碑
さ
べ
つ
芦
つ
。
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１
９（数戸家農易模観付作草い表

１
９第

均
平
積

り
面

当
付

戸
作

ａ８１

ト

ニ
一
．
貢

合

５４１６

）０

０
・

０１（

上以
ａ０５

２１１

）８Ｌ（

ａ５
０

～
３
０

ａ３
０

～
１
０満未

０
ａ

１

２６５

）１
９
一

（

４２０４

）５
５
一６（

７４４１

）５
３
．２（

県山岡

ａ１６
８５７９

）０

０
・

０１（

３５０５

）８Ｌ５（

３９０２

）４

１
・

２（

２１６２

）８
６
一２（）

－
（

県本熊

○

べ調会協興振業い県山岡）所出（

る
余
裕
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
い

草
」
の
生
産
動
向
の
変
化
か
ら
そ
の
断

面
を
知
る
ほ
か
た
い
。

　
岡
山
県
の
「
い
草
」
生
産
は
、
作
付

面
積
、
生
産
量
の
両
面
に
お
い
て
、
一

九
六
四
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
そ
の
後
急

激
な
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
六
八
年
に

は
熊
本
県
に
「
い
草
」
生
産
全
国
一
の

座
を
ゆ
ず
り
渡
す
こ
と
に
た
っ
た
（
第

１
８
表
）
。

　
い
ま
、
作
付
規
模
別
農
家
戸
数
を
見

れ
ぼ
（
第
１
９
表
）
、
熊
本
県
で
は
過
半
数

の
農
家
が
五
〇
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る
の

に
対
し
、
岡
山
県
で
は
九
〇
％
近
く
が

三
〇
ア
ー
ル
未
満
で
あ
り
、
二
戸
平
均

作
付
面
積
は
、
前
者
の
六
一
ア
ー
ル
に

対
し
、
後
者
は
一
八
ア
ー
ル
に
す
ぎ
な

い
。
　
「
い
草
」
は
一
五
ア
ー
ル
程
度
で

あ
れ
ば
、
自
家
労
働
力
で
経
営
可
能
で

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
老
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

あ
る
か
ら
、
岡
山
県
の
「
い
草
」
農
家
の
大
半
が
す
で
に
雇
用
労
働
力

を
必
要
と
し
た
い
規
模
に
ま
で
後
退
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
一
〇
年
問
に
急
激
な
後
退
を
余
儀
た
く
さ
れ
た

理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
は
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
公
害
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

る
「
い
草
」
の
先
枯
れ
被
害
を
指
摘
し
な
け
れ
ぼ
た
る
ま
い
。
第
二
は
、

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
が
、
　
「
い
草
刈
り
」
の
臨
時
雇
労
働
市
場
を

崩
壊
に
導
い
た
こ
と
に
よ
る
。
　
「
い
草
刈
り
」
の
臨
時
雇
労
働
力
の
半

数
は
岡
山
県
中
部
．
北
部
の
農
村
労
働
力
で
あ
り
、
他
の
半
数
は
県
外

　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
依
存
し
て
い
た
。
　
「
い
草
刈
り
」
賃
金
は
、
　
「
農
村
か
ら
通
勤
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

他
産
業
賃
金
」
を
相
当
上
回
る
が
、
就
労
日
数
は
せ
い
ぜ
い
一
週
問
か

ら
一
〇
日
問
に
す
ぎ
ず
、
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
た
な

ら
ば
、
彼
ら
は
恒
常
的
な
就
労
先
（
も
っ
と
も
、
ぽ
と
ん
ど
が
下
請
企
業
で

あ
る
）
を
求
め
て
、
そ
ち
ら
へ
移
動
し
た
も
の
と
十
分
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
　
「
い
草
刈
り
」
賃
金
は
、
年
を
追
っ
て
大
幅
な
上
昇
を
み

せ
、
　
「
い
草
」
農
家
は
経
営
難
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
ご
と

く
自
家
労
働
力
の
み
で
経
営
が
可
能
な
範
囲
に
作
付
面
積
を
縮
小
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

い
か
ざ
る
を
え
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
「
い
草
」
の
生
産
動

向
変
化
よ
り
見
た
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
の
部
分
的
崩
壊
の
一
断
面
で

　
（
１
０
）

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
九
一
七
）
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六
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０
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０

　
０
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０

６
１
１

０
（
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０
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な

　
０
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成
い

　
１
０
作
て

５
６
（
り
れ

８
　
　
よ
さ

１
　
　
』
計

４
　
書
集

　
０
）
告
が

　
０
．
報
訳

４
５
１
０
査
内

２
（
調
の

１
　
　
向
業

　
　
動
造

　
０
）
業
製

　
０
・
就
，

　
○
家
は

　
１０
（
農
で

７
２
　
『
書

９
　
年
告

３
　
　
各
報

　
　
，
同

　
　
省
の

　
　
林
年

　
　
農
６
５

計
　
　
１
９

　
　
）
．
，

　
　
所
注

　
　
咄

　
　
　
　
二
三
ハ
　
（
九
一
八
）

　
ｃ
っ
コ
ソ
ピ
ナ
ｉ
ト
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金
と
農

家
世
帯
員
の
兼
業
労
働
と
の
関
連
と
い
う
点
か
ら
す

る
た
ら
ば
、
よ
り
重
要
に
な
る
の
は
在
来
の
農
村
工

業
労
働
市
場
の
動
向
で
あ
る
（
そ
の
理
値
は
後
述
す

る
）
。
　
結
論
か
ら
言
う
と
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市

場
の
彬
成
は
、
繊
維
・
食
料
品
・
金
属
機
械
製
造
業

な
ど
の
農
村
工
業
労
働
市
場
の
崩
壌
を
も
た
ら
す
ほ

ど
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
い
ま
、
農
村
工
業
の
典
型
で
あ
る
繊
維
関
連
工
業

（
衣
服
縫
製
業
を
含
む
、
以
下
同
じ
）
に
就
労
す
る
農
家

在
宅
勤
務
者
数
を
み
る
と
、
全
在
宅
勤
務
者
数
の
一

〇
％
を
占
め
、
絶
対
数
で
は
増
加
傾
向
．
に
あ
る
（
第

２
０
表
）
。
　
ま
た
、
岡
山
県
全
体
の
繊
維
関
連
工
業
常

用
労
働
者
に
占
め
る
農
家
在
宅
勤
務
者
の
割
合
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
前
者
が
減
沙
傾
向
に
あ
る
な
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

ま
す
ま
す
後
者
の
比
重
は
大
き
く
た
り
つ
つ
あ
る
。

繊
維
関
連
工
業
労
働
者
の
う
ち
女
子
の
比
率
は
き
わ

　
　
　
（
１
２
）

め
て
高
く
、
同
部
門
へ
就
労
す
る
農
家
在
宅
勤
務
者

の
多
く
が
女
子
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。



こ
の
点
は
、
さ
き
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
農
家
の
主
婦
の
賃
労

働
兼
業
（
と
り
わ
け
、
「
恒
常
的
勤
務
」
形
態
）
の
増
大
傾
向
に
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
以
上
要
約
す
れ
ぼ
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
は
、
農
家
世
帯
主
を

主
と
す
る
男
子
兼
業
従
事
者
の
相
当
数
を
低
賃
金
の
杜
外
工
労
働
者
と

し
て
「
吸
引
」
し
、
農
業
臨
時
雇
労
働
市
場
の
部
分
的
崩
壊
を
ひ
き
お

こ
し
た
も
の
の
、
繊
維
関
連
工
業
を
中
心
と
す
る
食
料
品
・
機
械
器
具

製
造
業
な
ど
の
農
村
工
業
労
働
市
場
は
、
農
家
の
主
婦
を
主
体
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

女
子
労
働
力
を
主
な
基
盤
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
１
）
岡
山
県
賀
陽
町
『
出
稼
ぎ
調
査
結
果
報
告
書
』
、
　
一
九
七
〇
年
九
月

　
　
　
刊
。
な
お
、
こ
こ
に
あ
る
「
出
稼
ぎ
」
に
は
通
勤
兼
業
従
事
者
も
含
ま

　
　
　
れ
る
。

　
　
（
２
）
　
い
ず
れ
も
各
町
資
料
に
よ
る
。

　
　
（
３
）
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
が
潜
在
的
過
剰
人
口
の
「
排
水
渠
」
と
し

　
　
　
て
の
機
能
を
及
ぽ
し
う
る
範
囲
は
、
県
内
の
道
路
整
備
を
背
景
に
し
た

　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
現
在
で
は
県
下
全

　
　
　
域
に
及
ん
で
い
る
（
第
－
図
参
照
）
。
も
ち
ろ
ん
、
水
島
地
区
へ
の
距

　
　
　
離
の
違
い
に
よ
り
地
域
ご
と
に
様
子
を
異
に
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

　
　
　
な
い
。
一
九
七
三
年
に
実
施
さ
れ
た
岡
山
県
農
業
会
議
の
調
査
に
よ
れ

　
　
　
ぱ
、
岡
山
県
内
各
市
町
村
か
ら
各
工
業
地
帯
へ
向
う
マ
ィ
ク
ロ
バ
ス
は

　
　
　
　
一
目
当
り
約
五
〇
〇
台
～
六
〇
〇
台
に
の
ぽ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
岡
山

　
　
　
　
．
和
気
．
倉
敷
．
高
梁
の
各
農
林
事
務
所
管
内
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　
　
　
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

　
　
は
水
島
へ
、
笠
岡
．
新
見
管
内
か
ら
は
福
山
（
日
本
鋼
管
福
山
製
鉄
所

　
　
が
主
）
へ
、
勝
山
・
津
山
管
内
か
ら
は
岡
山
市
へ
、
美
作
管
内
か
ら
は

　
　
姫
路
．
相
生
の
播
州
工
業
地
帯
へ
向
っ
て
い
る
（
岡
山
県
農
業
会
議
事

　
　
務
局
資
料
に
よ
る
）
。

（
４
）
第
１
７
表
の
「
所
属
不
明
」
の
企
業
の
な
か
に
は
第
２
表
～
第
５
表
に

　
　
登
場
し
な
か
っ
た
三
次
、
四
次
下
請
企
業
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
（
実
は
、
杜
外
工
労
働
市
場
）
に
よ
る
農

　
　
村
の
兼
業
労
働
の
包
摂
は
必
ず
し
も
十
分
た
も
の
に
は
な
り
え
て
い
な

　
　
い
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
っ
ま
り
、
兼
業
従
事
老
は
土
地
と
の
結

　
　
び
つ
き
を
た
ち
き
っ
て
い
た
い
が
た
め
に
、
資
本
に
対
し
い
く
っ
か
の

　
　
制
約
を
課
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
農
繁
期
に
な
る
と
、
杜
外
工
の
多

　
　
く
が
休
暇
を
と
る
と
い
う
間
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
困
難
」
を
一

　
　
時
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
下
請
企
業
の
な
か
に
は
、
バ
ィ
ソ
ダ
ー
部

　
　
隊
を
企
業
の
負
担
で
編
成
し
、
杜
外
工
労
働
者
１
１
兼
業
従
事
者
に
代
っ

　
　
て
彼
ら
の
田
の
稲
刈
を
す
る
と
い
う
事
例
も
見
う
け
ら
れ
た
。
も
っ
と

　
　
も
、
資
本
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
杜
外
工
１
１
兼
業
従
事
者
の
負
担
で

　
　
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
は
、
農
繁
期
休
暇
が
あ
れ
ぱ
必
要
と
し
な

　
　
い
農
機
具
ま
で
も
敢
え
て
購
入
し
、
「
自
家
労
働
力
不
足
」
に
対
処
せ

　
　
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
近
で
は
、
企
業
に
よ
る
バ
ィ
ソ
ダ
ー

　
　
部
隊
の
編
成
と
い
う
よ
う
な
例
は
ほ
と
ん
ど
見
か
げ
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
た
お
、
資
本
に
よ
る
農
繁
期
対
策
と
し
て
の
前
述
の
よ
う
な
例
は
、

　
　
他
地
域
で
も
見
う
け
ら
れ
る
（
森
井
淳
吉
「
農
村
地
域
へ
の
工
場
進
出

　
　
の
実
態
」
〔
『
経
済
』
、
一
九
七
二
年
七
月
号
所
収
〕
参
照
）
。

（
６
）
　
一
九
六
四
年
の
ピ
ー
ク
時
に
、
倉
敷
市
は
県
全
体
の
生
産
量
（
六
八
、

　
　
七
〇
〇
ト
ソ
）
の
四
〇
・
六
％
（
二
七
、
九
一
ニ
ト
ソ
）
を
生
産
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
九
一
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
、
六
合
併
号
）

　
　
い
た
が
、
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
有
毒
排
出
物
に
よ
る
「
い
草
」
の
先

　
　
枯
れ
被
害
は
、
倉
敷
市
全
域
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
地
域
に
ま
で
拡
大
し
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
倉
敷
市
の
生
産
量
は
七
三
年
に
は
、
　
一
、
五
四
〇
ト
ソ

　
　
（
六
四
年
の
生
産
量
の
五
・
五
％
）
に
ま
で
低
下
し
た
（
岡
山
県
農
産

　
　
園
芸
課
『
い
業
関
係
統
計
資
料
』
、
一
九
七
四
年
二
一
月
刊
）
。

（
７
）
七
四
年
に
お
げ
る
岡
山
県
の
「
い
草
刈
り
」
労
働
者
の
受
入
れ
数
六

　
　
七
八
名
の
内
訳
げ
は
、
県
内
二
四
六
名
（
三
六
・
三
％
）
、
県
外
で
は
、

　
　
愛
媛
一
五
四
名
（
二
二
・
七
％
）
、
広
島
八
六
名
（
二
一
．
七
％
）
、
島

　
　
根
六
〇
名
（
八
・
八
％
）
、
そ
れ
に
徳
島
、
山
口
の
各
県
が
つ
づ
く
。

　
　
な
お
、
「
い
草
刈
り
」
労
働
者
の
年
次
別
推
移
を
み
る
と
、
六
九
年
五
、

　
　
二
六
〇
名
、
七
一
年
二
、
四
ニ
ハ
名
、
七
三
年
七
二
一
二
名
と
減
少
の
一

　
　
途
を
た
ど
っ
て
い
る
（
岡
山
県
職
安
課
調
べ
）
。

（
８
）
　
た
と
え
ぱ
、
一
九
七
三
年
岡
山
県
の
「
中
小
工
鉱
業
地
帯
．
男
子
」

　
　
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
い
草
刈
り
」
賃
金
が
、
一
時
間
当
り
七
〇
六
円

　
　
（
但
し
、
賄
評
価
額
を
含
む
）
、
農
村
か
ら
通
勤
す
る
他
産
業
の
垣
常
的

　
　
雇
用
の
一
時
間
当
り
賃
金
が
四
〇
八
・
八
円
で
あ
る
（
岡
山
県
農
業
会

　
　
議
『
農
業
臨
時
雇
賃
金
に
関
す
る
調
査
結
果
』
〔
一
九
七
四
年
三
月
刊
〕

　
　
よ
り
算
出
）
。

（
９
）
　
「
い
草
」
の
年
問
所
要
労
働
時
間
の
う
ち
、
家
族
労
働
時
間
の
割
合

　
　
（
但
し
、
二
戸
平
均
）
を
み
る
と
、
一
九
六
五
年
が
四
四
〇
・
六
時
問

　
　
中
二
二
六
・
二
時
間
（
五
一
・
三
％
）
、
六
九
年
四
六
三
・
九
時
問
中

　
　
三
一
七
・
○
時
間
（
六
八
・
三
％
）
、
　
七
三
年
四
二
三
・
六
時
間
中
三

　
　
四
六
・
九
時
問
（
八
一
・
九
％
）
と
上
昇
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
以
前

　
　
は
自
家
労
働
力
の
う
ち
、
女
子
に
つ
い
て
は
、
雇
い
入
れ
た
「
い
草

　
　
刈
り
」
労
働
者
の
賄
の
準
備
（
一
日
平
均
四
回
）
を
担
当
し
て
い
た
た

一
三
八

数人べのと数家農たれ入い雇を者働労雇時臨業農表
２
１第

数

０
　
４
　
２

数

人べ
〇
一
３
一
４
・
０
　
７
　
２

１

市

の
ー

数

０
　
４
　
４

ヒ
目
チ

家
０
・
１
一
４
一
０
　
７
　
３

農

１

１
、

敷

数

人
１
７
０

人
３
　
８
　
０
一
０
　
６
　
４

数

べ

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
３
　
　
ｏ
）
　
ｏ
Ｊ
（
０
　
１
・
一
　
ｑ
Ｕ

の

１
↓
　
１
１
一

、

倉

数

戸ｎ
ｏ
　
５
　
４
０
０
　
０
）
　
１
↓

実

家
４
　
５
　
２
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

６
　
４
　
２

農

＾

数

０
　
　
Ｆ
ｏ
　
Ｆ
ｏ

数

人
０
・
９
一
７
一
〇
　
（
ｏ
　
４

べ

Ｈ

１

県

の
、

…

数

０
　
４
　
５

指

家

〇
一
７
一
３
０
　
ｏ
ｏ
　
７

農

１

１

、
、

山

数
人
ｕ
９
８
２
６

人
１
・
一
　
８
　
ｏ
ｏ
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

数

べ

ｏ
Ｏ
　
’
０
　
１
１
（
ｏ
　
ｏ
ｏ
　
８

止

の
０
　
　
４
　
　
ｏ
リ
，
　
　
　
　
　
　
，

－

〃

ｎ
Ｚ
　
１
１

、

－

岡

数

戸６　
ｏ
ｏ
　
４
４
　
ｏ
ｏ
　
８

実

家
７
・
　
〇
一
　
２
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

■

農
ｏ
）
　
０
　
　
１
↓
’
Ｕ
　
’
〇
　
一
Ｌ
０

年

Ｏ
　
　
「
ｏ
　
０
（
Ｏ
　
（
０
　
７
１

’

９
１

○

出算りよ』書計統県山岡
，スサンセ業林農界世ｒ年各

，

省林農）所出（

（
九
二
〇
）

　
　
め
、
家
族
労
働
時
間
に
は
算

　
　
入
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近

　
　
は
女
子
労
働
力
も
「
い
草
刈

　
　
り
」
自
体
に
従
事
す
る
わ
け

　
　
で
あ
る
（
中
国
四
国
農
政
局

　
　
統
計
情
報
部
調
べ
〔
岡
山
県

　
　
農
産
園
芸
課
、
前
掲
資
料
所

　
　
収
〕
）
。

（
１
０
）
　
岡
山
県
お
よ
び
倉
敷
市
の

　
　
農
家
が
雇
い
入
れ
た
農
業
臨

　
　
時
雇
労
働
者
は
、
一
九
六
〇

　
　
年
か
ら
七
〇
年
に
か
げ
て
大

　
　
幅
に
減
少
し
た
。
特
に
、
「
い

　
　
草
刈
り
」
労
働
者
が
激
減
し

　
　
た
倉
敷
市
は
一
層
顕
著
で
あ

　
　
る
（
第
２
１
表
）
。

（
ｕ
）
　
一
九
六
七
年
岡
山
県
全
体

　
　
の
繊
維
関
連
工
業
常
用
労
働

　
　
者
五
四
、
九
九
五
名
の
う
ち

　
　
農
家
在
宅
勤
務
者
は
ニ
ニ
、

　
　
○
○
○
名
（
二
三
・
六
％
）

　
　
で
あ
り
、
七
二
年
で
は
五
三
、

　
　
三
〇
四
名
の
う
ち
一
八
、
二

　
　
〇
〇
名
（
三
四
・
一
劣
）
が

　
　
農
家
在
宅
勤
務
者
で
あ
る

■



）度年
７
３

１
９（訳内の者事従業兼るす勤通へ所業事内町るげおに町ノ茂加表

２
２第

考備数員名業企考備数員名業企

業設建
〃

〃

〃

業造製品部械機
〃

〃

業造酒

業輸運

他のそ員務公
〃

〃

〃

〃

人
３
２
１
４
１
０

１
５

１
５

２
２

１
７

蝸

１
７

８
【
／

１

１４１

６
２

７
４

７

建
店
設
設
業
業
業
造

土
務
建
建
産
工
工
酒

　
工
都
　
　
　
川

森
崎
加
田
大
茂
栄
山

大
山
曽
笹
八
加
満
新

連運津御

場
協
局
員
所

役町
Ｈ
　
　
便
　
　
療

ノ茂加
農
郵
教
診

２２１１
’

」
１

；
同

工加品嫡
業

榊
鐘

驚
搬

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

業造製品製ムゴ

ツロブト
リ
業

ク
造

ソ
製

コ
ク

人
蝸

１
７

１
８

７
‘
　
９

２
４

３
６

２
５

７

１
２

７

）０７１（
４
７

２
３

機
製
製
会
装
製
製
製
製
製
製
製
わ
業

電
縫
縫
商
岬
縫
縫
服
縫
縫
縫
雌
箏

前
井
島
福
茂
賀
山
茂
崎
原
城
師
蝋

傭
北
綱
丸
加
伊
新
加
山
梅
円
笹
　
加

トーリクソコ和共

◎るよに料資
－
町ハ茂加）所出（

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

　
　
（
通
産
省
、
各
年
『
工
業
統
計
調
査
報
告
、
岡
山
県
統
計
書
』
お
よ
び

　
　
農
林
省
、
各
年
『
農
家
就
業
動
向
調
査
報
告
書
』
よ
り
算
出
）
。
「
大
都

　
　
市
や
そ
の
近
郊
に
お
け
る
労
働
力
不
足
・
工
場
用
地
敢
得
に
お
げ
る
困

　
難
性
」
の
ゆ
え
に
、
低
賃
金
労
働
力
や
安
い
借
地
料
の
用
地
を
求
め
て

　
中
小
企
業
は
農
山
漁
村
へ
退
却
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る

　
　
（
森
井
淳
吉
、
前
掲
論
文
、
八
八
べ
ー
ジ
）
。

（
１
２
）
　
た
と
え
ば
、
七
二
年
度
で
は
五
三
、
三
〇
四
名
の
う
ち
四
一
、
三
五

　
四
名
（
七
七
．
六
％
）
が
女
子
で
あ
る
（
通
産
省
『
一
九
七
二
年
工
業

　
統
計
調
査
報
告
、
岡
山
県
統
計
書
』
）
。

（
１
３
）
　
一
九
七
三
年
度
加
茂
川
町
に
お
い
て
、
町
内
で
就
労
す
る
雇
用
兼
業

　
従
事
者
の
内
訳
は
第
２
２
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
衣
服
縫
製
業
、
機
械
器

　
具
製
造
業
従
事
者
が
大
部
分
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
家
の
主
婦

　
で
あ
る
。

）ユ（

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
低
賃
金

固
定
化
の
機
構

農
業
所
得
と
杜
外
工
賃
金
と
の
相
互
補
完
関
係

　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
彬
成
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
な
農
村
労

働
市
場
の
変
容
を
ひ
き
お
こ
し
な
が
ら
大
量
の
兼
業
従
事
者
を
「
吸
引
」

し
た
。
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
独
占
企
業
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
を
杜
外
工
と
し

て
大
量
に
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
企
業
の
操
業
度
に
照
応
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
九
二
一
）



立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
四
〇
　
（
九
二
二
）

・
）
　
　
　
％

　
町
費
率

　
Ａ
計
足

況
蜻
家
充
円

状
Ｈ

得
ノ
費

所
底
計

の
年
家

帯
７
３

世
〇
四のそびよお者働労勤通のヘ

トナビソコ島水表
２
３第

訳内得所均平帯世１

）４

０
一

５（

円
０

　
３
０

　
３
２

　
８

）０

０
一

０１（００３０５６１

得
得

荊
所

給
の

畑
家

本
一

員人

人
５
１

営
模経業

農
規

無

“９

６
一

４

０

２
・

６

００８５６０２

）３

７
一

（００８３９
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得
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業
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農
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人
３
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７
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０
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７
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ａｈＯＬ
～
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０
一

ａｈ５Ｌ
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人
８２１

）０

０
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者事従業兼

計合
　
○

るよに）版度年
７
３

１
９（』報年計統産水林農県山岡『

　
局

　
政

　
農

　
国

　
四

　
国。

中

べ
　
，

調
は

町
」

Ａ
費

郡
計

上
家

川
ｒ

）

粗
（

せ
つ
つ
、
本
工
労
働
者
に
比
べ
相
対
的
に
低
位
た
労
働
条

件
の
も
と
で
の
就
労
を
強
い
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
機
構
を
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
ヘ
の

通
勤
兼
業
従
事
者
の
農
業
所
得
、
農
外
所
得
、
家
計
費
の

関
連
か
ら
検
討
す
る
。

　
第
２
３
表
は
、
川
上
郡
Ａ
町
か
ら
水
島
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
ヘ

杜
外
工
と
し
て
通
勤
し
て
い
る
老
お
よ
び
そ
の
世
帯
の
所

得
状
況
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
一
七
九
名
の
う

ち
、
五
一
名
は
調
査
時
点
（
一
九
七
三
年
三
月
）
で
す
で
に

離
農
し
て
い
た
が
、
水
島
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
ヘ
就
労
す
る
以

前
は
何
程
か
の
農
業
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
者
も
相
当
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

在
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
通
勤
兼
業
従
事
者
一

二
八
名
の
う
ち
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
、
９
五
～

○
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
の
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
墳
充
足

率
は
、
わ
ず
か
に
四
・
五
％
及
び
一
〇
・
二
％
に
す
ぎ
ず
、

不
足
分
は
農
外
所
得
つ
ま
り
杜
外
工
賃
金
で
「
補
う
」
わ

げ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
層
に
お
い
て
は
、
農
業
所
得
に
比

べ
、
農
外
所
得
の
方
が
は
る
か
に
多
い
か
ら
、
農
外
所
得

１
１
杜
外
工
賃
金
の
低
位
性
を
農
業
所
得
で
「
補
う
」
と
言

■
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＼
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峯
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Ｑ
峯
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推
綿
志
新
崇
１
１
）
卒
璽
宗
↑
一
↓
、
十
二
ー
へ
勺
＼
〔
　
蝋
薫
拙

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

一
四
一
　
（
九
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
三
巻
・
堆
五
・
六
合
併
号
）

っ
た
方
が
事
態
を
正
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
一

・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
層
に
お
い
て
も
、
兼
業
に
よ
る
給
与
所
得
な

し
に
は
家
計
維
持
に
ほ
ど
遠
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
農
業
経

営
規
模
が
大
き
く
た
る
に
つ
れ
て
、
給
与
所
得
が
減
少
し
て
い
る
点
は

注
目
さ
れ
る
。
第
２
４
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
下
請
企
業
に
就
労

し
て
い
る
者
の
問
で
も
農
業
経
営
観
模
の
大
小
に
よ
っ
て
、
給
与
所
得
－

金
額
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
杜
外
工
の
基
準
内
賃
金
が
き
わ
め
て
低
位
に
抑
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

た
も
と
で
は
、
農
業
経
営
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
、
基
準
外
労
働
１
１
追
加

、
　
　
、

労
働
（
超
過
勤
務
手
当
、
深
夜
勤
務
手
当
を
目
的
と
し
た
二
交
替
通
し
勤
務
な

ど
）
を
ふ
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
与
所
得
の
増
加
を
図
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
の
意
味
で
、
農
業
所
得
と
杜
外
工
賃
金
と
は
相
互
補
完
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
似
　
農
家
世
帯
員
の
総
兼
業
化
（
１
－
「
労
働
力
の
価
値
分
割
」
）

　
　
の
強
制

　
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
２
３
表
の
全
経
営
規
模
に
わ
た
っ

て
、
農
業
所
得
と
本
人
の
給
与
所
得
を
加
え
て
も
農
家
所
得
に
達
し
て

い
た
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
階
層
を
通
し
て
、
他
の
世
帯
員
も
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
九
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
員
Ｉ
Ｉ
主

と
し
て
、
主
掃
　
　
の
ほ
と
ん
と
が
、
前
述
し
た
農
村
工
業
労
働
市
場

に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
賃
金
水
準
は
き
わ
め
て

低
位
で
、
衣
服
縫
製
業
を
例
に
と
れ
ぱ
、
一
九
七
三
年
度
岡
山
県
の
同

部
門
女
子
生
産
労
働
者
の
一
時
問
当
り
賃
金
（
二
三
七
．
二
円
）
は
、
全

産
業
平
均
の
昇
子
生
産
労
働
者
賃
金
（
四
九
八
・
五
円
）
の
実
に
四
七
・

　
　
　
　
（
２
）

六
％
に
す
ぎ
ず
、
月
額
所
得
に
し
て
せ
い
ぜ
い
二
万
～
三
万
円
程
度
で

あ
る
（
第
２
４
表
参
照
）
。

　
農
業
所
得
の
低
位
性
を
「
補
完
」
す
る
た
め
に
は
、
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
杜

外
工
と
し
て
の
世
帯
主
の
給
与
所
得
だ
げ
で
は
十
分
で
は
な
く
、
さ
ら

に
主
婦
を
中
心
と
す
る
世
帯
員
の
総
兼
業
化
（
１
１
「
労
働
力
の
価
値
分
割
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
よ
る
農
外
所
得
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
杜
外
工
と
し
て
の
給
与

所
得
の
方
が
農
業
所
得
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
実
態
に
即
し
て
考

え
る
な
ら
ぱ
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
と
し
て
の
低
賃
金
を
「
補
完
」

す
る
た
め
に
。
、
土
地
と
の
紐
帯
を
断
ち
切
れ
ず
、
加
え
て
妻
を
は
じ
め

他
の
世
帯
員
の
賃
労
働
兼
業
を
も
不
可
欠
と
す
る
と
考
え
た
方
が
適
切

で
あ
ろ
う
。

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
独
占
企
業
は
、
こ
の
よ
う
た
「
補
完
条
件
」
を
備
え

た
兼
業
従
事
者
を
、
杜
外
工
（
請
負
工
）
と
１
し
て
、
さ
き
に
考
察
し
た
よ

●



う
に
生
産
工
程
の
深
部
に
ま
で
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
低

賃
金
の
も
と
で
の
就
労
を
強
制
し
、
利
潤
の
増
大
を
図
る
の
で
あ
る
。

　
（
！
）
　
一
二
八
名
中
、
本
人
以
外
の
世
帯
員
が
兼
業
に
従
事
し
て
い
る
者
は

　
　
　
九
四
名
、
そ
の
う
ち
妻
が
兼
業
に
従
事
し
て
い
る
者
は
六
七
名
で
あ
る
。

　
（
２
）
　
岡
山
県
労
政
課
『
岡
山
県
の
賃
金
事
情
』
（
一
九
七
四
年
三
月
刊
）

　
　
　
よ
り
算
出
。

　
（
３
）
第
２
３
表
の
農
家
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
は
、
世
帯
員
の
総
兼
業

　
　
　
化
に
よ
っ
て
も
一
〇
〇
％
に
達
し
て
い
な
い
。
当
然
、
借
金
に
よ
る
や

　
　
　
り
く
り
が
予
想
さ
れ
る
。

五
　
む
す
び

　
「
地
域
開
発
」
１
１
水
島
地
区
へ
の
重
化
学
工
業
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
建

設
は
、
地
域
に
新
た
な
労
働
市
場
の
移
成
を
も
た
ら
し
、
日
本
資
本
主

義
の
「
高
度
成
長
」
期
に
由
家
独
占
資
本
主
義
的
諸
機
構
を
通
し
て
広

範
に
創
出
さ
れ
た
兼
業
従
事
者
（
潜
在
的
過
剰
人
口
）
を
、
コ
ソ
ビ
ナ
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ト
杜
外
工
労
働
者
と
し
て
大
最
に
「
吸
引
」
し
た
。
杜
外
工
労
働
者
と

し
て
の
低
賃
金
で
不
安
定
な
就
労
彩
態
は
、
土
地
と
の
結
び
つ
き
の
維

持
に
よ
る
農
業
所
得
お
よ
び
農
家
世
帯
員
の
総
兼
業
化
（
主
婦
を
は
じ
め

と
す
る
世
帯
員
の
農
村
工
業
労
働
市
場
へ
の
包
摂
）
に
も
と
づ
く
給
与
所
得

の
「
補
完
」
を
前
提
に
し
て
固
定
化
さ
せ
ら
れ
た
。
換
言
す
る
な
ら
ぱ
、

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤
（
伍
賀
）

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
建
設
に
よ
り
、
地
域
に
新
た
に
彫
成
さ
れ
た
労
働
市
場

は
、
男
子
兼
業
従
事
者
（
主
と
し
て
世
帯
主
）
を
杜
外
工
と
し
て
大
量
に

「
吸
引
」
し
た
も
の
の
、
農
家
主
婦
を
主
要
な
基
盤
と
す
る
農
村
工
業

労
働
市
場
を
包
摂
し
き
れ
な
い
で
、
両
者
は
璽
た
り
あ
っ
て
存
在
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
外
工
労
働
者
１
１
兼
業
従
事
者
家
族
の
「
労
働
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

価
値
分
割
の
特
殊
な
形
態
」
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
特

殊
な
形
態
」
と
は
、
　
「
農
民
的
」
小
土
地
所
有
と
無
縁
な
労
働
者
家
族

の
労
働
力
の
価
値
分
割
と
異
な
り
、
自
家
農
業
経
営
に
よ
る
零
細
な
農

業
所
得
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
一
般
に
農

　
　
　
　
　
　
…
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

家
主
婦
の
追
加
労
働
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
世
帯
主
の
杜
外
工
賃
金
・
妻
を
は
じ
め
と
す
る
世
帯
員
の
兼
業
に
よ

る
給
与
所
得
．
お
よ
ぴ
零
細
な
農
業
所
得
　
　
い
ず
れ
も
、
農
家
構
成

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

員
の
追
加
労
働
に
も
と
つ
く
　
　
の
三
者
が
相
互
に
「
補
完
」
し
あ
っ

て
は
じ
め
て
生
計
維
持
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
、

杜
外
工
賃
金
を
低
位
に
固
定
す
る
積
粁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ

ソ
ヒ
ナ
ー
ト
独
占
企
業
の
操
業
度
に
照
応
す
る
賃
金
支
払
い
形
態

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

追
加
労
働
の
強
制
に
よ
る
時
問
賃
率
の
引
き
下
げ
を
目
的
と
す
る

と
と
も
に
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
賃
金
を
低
位
に
固
定
す
る
基
底
的

要
因
を
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
九
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

（
１
）
本
稿
で
は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
に
よ
る
兼
業
従
事
者
の
「
吸

　
　
引
」
の
面
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、
「
反
発
」
の
面
に
は
ま
っ
た
く
ふ
れ

　
　
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
現
実
に
「
反
発
」
の
面
が
問
題
の
前
面
に
で

　
　
て
こ
た
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
最
近
の
不
況
の
深
刻
化
の
な
か
で

　
　
（
特
に
、
七
四
年
一
〇
月
以
降
）
、
杜
外
工
１
１
兼
業
従
事
者
の
「
反
発
」

　
　
が
大
規
模
に
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
側
面
を
含
め

　
　
た
分
析
は
き
わ
め
て
重
要
に
た
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
今
後
の
研

　
　
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
２
）
農
家
の
主
婦
も
世
帯
主
と
と
も
に
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
労
働
市
場
に
。
包
摂

　
　
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、
往
復
通
勤
時
間
に
よ
る
制
約
も
あ
っ
て
、
事

　
　
実
上
農
業
経
営
は
不
可
能
に
た
ろ
う
（
第
２
４
表
の
氏
名
１
６
．
１
７
参
照
）
。

（
３
）
農
業
経
営
規
模
の
大
小
に
よ
り
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
コ
ソ
ビ
ナ

　
　
ー
ト
ヘ
の
通
勤
兼
業
従
事
者
世
帯
の
農
業
の
中
心
的
担
い
手
は
主
婦
で

　
　
あ
り
、
彼
女
ら
は
、
農
村
進
出
工
場
で
の
労
働
、
休
目
や
帰
宅
後
の
農

　
　
作
業
、
そ
れ
に
炊
事
・
育
児
た
ど
の
家
事
労
働
と
い
う
よ
う
に
二
重
三

　
　
重
の
忠
か
惨
跡
を
強
い
ら
れ
て
い
る
（
森
井
淳
吉
、
前
掲
論
文
参
照
）
。

一
四
四
　
（
九
二
六
）

■

（
一
九
七
五
、
一
、

一
〇
）

’




